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我園の松林多き地方殊に海岸地方のクロ マ ツ林に於て古来慣行せらる L

落葉の採集が林木の成長誼林地の生産力等に如何なる影響を及除すやは地

方的に相営重要視すべき問題なるに係らす九之を 具鯉的に研究せしもの殆な

し.本試験は之等の事項を解決 し、延びて最も有利なる落葉採集の回師年度を

定むるを目的とし.明治三十八年(1905 年)五月主り林業試験揚(時の山林局林業

試験所)計聾のもとに東京皆林局(時の 東京大林院署)に於て茨城鯨東茨城郡紘

岡村 大字見 川 字中 111 固有林内に試験地を設け之が試験を賢行 して .大正九年

(1920 年)迄 続行 せるもの なり D 

尚大正九 年 (1920 年)本試験中止後約 4年を経過 し 本試験取纏めの必要上大

正十三年(1924 年)二月本試験林 に謝して間伐を施行ぜり、而して更に其後約5

年を経過せる 昭和1 四年(1929 年)七月 に於ける本試験林の植生献態を調在せる

t亡 、共の間 l亡者:て施行せられたる落葉採集の影響と認むべき もの五大正十三

年比施行せられたる間伐の 影響 にして、松林の更新.林地の保護等の上より留

意すべきものあるを認めたれよりて之等の調査結果も共に本試験成績の ー

部とし て合せ掲記せり。

本試験の施行に際し林業試験揚長林壊博士白潔保美氏は始終之が指導の

任 i乞賞れ!J.叉試験施行期間中直接間接之が宣行に参奥せるは林墜博士寺崎

渡(時の山林技師)東京営林局{時 の東京大林匝署)水戸 皆林署(時の水戸小林匝署)
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の各員に して 、殊 l亡主査と し て力を喝されしは山林技師西大路吉光.山 林投手

札l 閏薫一. 山林投手西森遁也等の諸氏なりとす。

著者は大正六年以降木試験の主査として之が質行陀従事ぜり、而し て其の

間及今回の成績取纏に際し. 内業蛙外業、土壌の調夜等に多大の援助を奥へら

れたる林業試験場投手佐多ー至、同永井芳雄、助手力n ïí事英重、元水戸小林田署履

菅叉昌太郎の諸氏に釘 し 深甚なる感謝の意を表す。

1. 試験地の面積、現況及試験方法の大要

試験林は農刻地の聞に、クヌギの萌芽林. アカマツのー持林等と伍 して 存す

る植栽によるクロマツのー済同齢林にして、地勢平坦なり、試験地内 の立木は 、

共の周園の も のと共に 明 治十二年の植栽にか L るものに して，現在に於 ては .

其の聞に主として天然に侵入せるアカマツ混生す.試験地の綿面積は 2IUJ 歩

陀して 、東西 100 問南北 60 聞の蹟さを有す、之を 4 匝に分ち . 1 匝萄: tc PI告東西 25

間南北 60 聞とす、其の最東端にあるもの~ 1 匝と し、西端にあるものを IV 匝

とす， 1 匝に封しては連年、 II 匝 IC 封しては隔年、III 匝に劃 し ては 5 年目毎に落

葉を採集 L .1V 匝は標準匝即ち落葉を採集ぜぎる匝とす、落葉の採集は晩秋

より初冬の聞に於て之を施行し、其の都度共の生重量位束敏を制在 し、叉夏j目

l亡於て各試験匝に於 17 る小柴剤彩~の類を除去して落葉採集の施行を使なら

しめたり。

成績は落葉の採集量、小柴の探集量、林木の肥大成長.同上長成長、土壌の成分

及昭和四年 (1929 年)に於ける植生紙態等を調査し彼此比較封照 して、其の結果

を得?と り 。

2 . 試験経過の大要

明治三十八年(1905 年)五月本試験を開始し、爾後 Table 1 の如く落葉の探集を

行ひ.大正九年(1920年)に至 り 試験を中止ぜれ而して其の聞大正二年より 九年(19

13 年一 1920 年)に至る問 8 固に亙り夏期に於て小柴を除去したり . :;;たいで既に

記せるが如〈大正十三年(1924 年)二月本試験最後の成績調菟材料を得んが震

に各試験匝 の 一部に間伐を施行し其の伐倒せる毎木に就き諸種の 測定を施

行し、更に昭和四年 七 月試験林の全般に亙 P 植生調査を施行せり。
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Table 1, showing the fr・equency of collecting 1日aves.

先手間 39 1 40 1 41 1 42 1 481 44 4512131416l6718 9 
計

~t~ 119051-061-071-081-091-101-11 -121-131-141-151-161-171-181-191-20 Total 

I 連年医 ﾗ ﾗ ﾗ X ﾗ ﾗ ﾗ X ﾗ ﾗ X X ﾗ ﾗ 14 

n 隔年]，lli ﾗ ﾗ ﾗ X X X ﾗ x 8 

III 5年 目匝 ﾗ ﾗ ﾗ 一
3 

IV 標準医 。

3 . 試験の成績

本試験の成績は之を i 落葉 故 小柴の 採集量、 11 本数、直径蛇樹高の成長、11i 植

生 紙態妓間伐の影響の 3 部に分ち報告ぜんとす。

]. 落葉 及 IJ、 柴 の採集量

(1 )落葉の探集量 之を年別に示せば Table 2 の如し。

Table 2, showing quan古ities of needle lL'avt's obtained hy Olle time collection. 

年 次
蓮年1& Plot 1 周年区 Plot II 5 年目 l直 Plot III 

Date Number Number Number Weit!bt 
of Bnndles 奇V(ekigg〕ht of B11ndles Mf(ekigg) ht of Bu n dies W(elziggh ]

f3明tl(治1〉905> 131 2,367.8 

39 (-6) 99 1,485.0 120 2,160.0 

40 (-7) 

41 (-8) 112 2,520.0 127 2,857.5 

42 (-9) 107 1,998.0 
一 110 2,052 .0 

43 く-10) 84 1,578.8 100 1,882.5 
一

44 (-11) 

45 (-12) 106 1,960.6 92 1,665.5 
一〈大2正(〉-13] 88 890.0 

3 (-14) 65 1,204.0 78 1,166.3 76 1,184.5. 
4 (ー15) 73.5 1,381.6 
5 仁ー16) 86 1,400.2 98 1,260.4 

6 くー17) 135 1,939.1 
7 Cー18) 61 1,011.1 109 1,207.8 
8 (-19) 101 1,020.6 118 1,432.9 
9 (-20) 77 861.0 81 915.0 

l
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本表によれば 1 四分の落葉採集金 に於て大差 なし棉 J民主ー に於て.連年匝.隔

年 匝.5 年目匝の 11聞に低下するを見る .~U ち 落葉 は林地の表面に堆積 してよ り

其の 僚 に放置せらる L ときは、約 1 年自の 絡 に於て其の形質 を鑓じ、所謂落葉

としての採集 の目的に 、迎合ぜざるに至るも の なること・ を認識 するを 1得べし、

1 回毎の採集量の互に著しく異なるは，年により落葉量 其のものに多少を生

ヂること、落葉の生重量は其 の 測定 首時の 空 中 i熱 気の jl.犬態の如何によって、多

大の差を生宇ること等の影響と認めらる... t.其の如何 lとしてJ町くの如き結

果に到達 したりしゃの経路に 就 ては不明 な り白

(2) 小柴の採集 量 . 乙を年別に示せば Table 3 の 如 !_" c

Table 3, showilJg qUftll出ies of unc1el'g l"Owth, mainly compose� of shl'ubs, obtained 

by e乱ch cutもing.

年 * 
連年医 Plot 1 隔年医 Plot 11 5 年 目 区 Plotrll 標準J!!f Plot IV 

Date Weil?ht I Nnmher I Weil?ht I Num 、;Veight I Number NfZBuR日m吋童b文elre-slI |重 R量h 束盟主 sl|l w重(ekigg量〕ht 束 b数er s||1 設設 来自立 .\ 重量
o(kz)of Bundle of Bundle (kz) of Bmf11e W(keiRg) ht 

<2大 jf )
(1913) 35 !l02.3 50 1,530.2 30 825.0 40 ] ,248.8 

3 (-14) 92 1,694.1 117 2,131.0 107 2,265.6 92 2,178.1 

4 (ー15コ 80 1,335.9 109 1,840.6 99 ],734.2 105 ],750.6 

5 (-16) 68 1,230.8 86 1,536.8 89 ],264.5 70 ],438.9 

6 (-17) 72 ー ]， 098.4 104 2,041.7 141 2,392.6 138 2,231 .4 

7 (ー18) 73 846.7 93 ] ,040 .4 88 ],030.7 96 1,260.0 

8 (ー19) 39 556.1 50 916.9 55 943.1 65 ],183.1 

9 (-20) 65 ] ,031.1 89 1,655 .4 95 1,763.4 117 1,834.0 

Toω | 胤~695.4 1 6田 |12， 6!J3.0 1 70 生4十い…l卜い凶一1臼叫即2丸M山，ス2
Mean 65.5/ 1，州 川 1 ，5ベ 刈 1山 | 1,640.6 

備考柴草ノ刈取~ ，>、落菜採集ト悶 l吟=施行セル宅 ノ ト丸、一束ρ0.!J1}長(約 3尺コ来 1・ス。

本表によるときは .大憾に於て落葉採集の程度低き試験匝程其の 1 回の平

均牧量多き傾向あり 、元来 小柴の生育欣態は、土地の生産力に関係するものな

れば..il:tの結果は落葉採集の程度低きもの程、其の土地生産力高き傾向を示す

ものと云ふを得ぺ し。

ii. 本数τ直係蛇 K 樹高 D成長
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(1) 試験開始首時より大正七年に至る各試験匝の本数減少の j伏態を見るに Ta-

ble 4 のま日 ~o

Table 4, showing numlJer of trees s旬nding on each date. 

明治ー十八年怠 l時の本数
i追I~ÏJ手区に flBすする%1't 1主本数 Number of に rI:"iする予五

%to the number of trees %to th� number of trees 
trees actually standing. s1.:1.ロdinzwhen edz. perime白色 i口 Plot IV (Control) 

可VM commence 

年次 Date 明 • 「? ? ?正時明治三十八年間十五年 三十八年 四十 三十八年 四十五年
1905 I 1912 I 1918 I 1905 I 1 91五2年 1918 1905 1912 I 1918 

主PEl Sli 区
ot 1 

613 525 4~6 100 86 70 75 89 95 

P隔I 年区
ot II 

580 516 394 100 89 68 7I 87 88 

P5l5oFt 白n区I 790 607 474 100 77 60 96 10:1 105 

棋Pl 準区
。t IV 

820 593 450 100 72 55 100 100 100 

本表 に 見るが如 く、試験開始賞時各試験匝を通じて其の本敢 に大差ありし

ものが、大正七年に於て 大躍同敢に近づきたる ことを認、むる を 得べ し、 されば

本教は落葉採集の程度の如何に係ら す' .同ーの年齢に謝 し ては 、!日告一定たらん

とする傾 向 あるも の L 如し。

(2) 平均直径.試験開始賞時より大正 七年に至る聞に於ける直径階配付の欣

態を不さば r恥ble 5 の如 L 。



Table 5, showing もhe distribution of D. B. H. of tre邸 on each date. σョ
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7 Jj ロマク林落菜採集試験の成綴

此の表の数字より各試験匝の直径の平均値を算出すれば Table 6 の如し口

TabJe 6, showing mean diameters of もrees 011 each clate. 
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本表によれば.一見落葉採集の程度低きもの印ち標準匝 に於て 肥大成長大

なるが如 き 翻あるも 、元*.~本分平均直径の成長は其の林分の本数減少の影響

を受くること大 なるを以て . J1t の結果を Table 4 と割照する ときは 、本数減少の

最大な りし標準匝の直径成長の最大なるは.直ちに以 て林地地表の保護即ち

此の場合に於ては .落葉採集の程度を異にする こと の影響 と 断定 し得ざるや

明なれ教に於て、大正十三年二月の間伐木の毎木につき ，試験施行期聞に於 け

る J足 元直径の成長.上 長成長等を精査せ し 』亡 、其 の 結果は 下に記す るが如 r~ o

大正十三年二 月各試験匝の北側の3) 各個樹の根 元直径の成長、誌上長成長.

一部を 劃し.之に直倍、樹高の成長調査の材料を得んが偶に強度の間伐を 施行

せ れ共の径級別本数註間伐容を示さば Table 7 の如し口

Table 7, showing number of trees ior each class of D. B. H., removec1 by the 
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(Continued) 

直 pg 漣年 I症 隔年 1豆 5Pl年ot 目 !，fK 標準医
Plot 1 P!ot II III Plot IV 

径回。炉、 グロ g :ョ て二 gF 1l guA t F 主 :51:E| 計Z 15[15 ! 計E級り

Ccm) マ叶ロ・
少子 .!Y~ 吋 ~p.. マトt:rヨ4 マ >-' y トrヲ ~o.. ))> ~?'" I ~ ~ 

16 10 2 12 17 1 18 16 1 17 14 14 

18 7 7 8 2 10 ~1 1 22 23 23 

20 24 24 11 M 。 13 17 。μ 19 4のMの“ 23 

22 12 12 12 2 14 12 12 13 13 

24 3 1 4 9 9 4 4 15 15 

26 8 2 10 6 1 7 “ 。 2 “ 。 2 

28 1 2 3 5 1 1 

30 “ " 2 1 1 。“ 。~ 2 

32 1 1 1 1 

34 1 1 

36 1 1 2 

一 一言十 72 8 80 75 14 89 81 5 86 95 。 95 
Total 

間伐Z数% 1 61.2 65.1 60.0 61.8 

Notes: Pinus d. ー ・ - …. .. Pinus den'iflora. 
Pinns Tb. … … ..Pi?も叫s Thunbergii. 

% % of number of trccs. 

此間伐木の根元の 困板の年輪巾によりて直径の試験開始前に於ける平均

成長量.試験開 始後大正九年 迄卸ち試験施行!日) 1m 中に於ける平均成長量の二
一試験施行期間中の年平均成長量

者を測定し試験施行期間中の平均成長率一一一試画一日』・ー I_ --o-r"" げ札日目 x100 

の 式によりて毎木の直径成長率を算出し、之を幹扱別に故金木につき.成長率

階別陀且つ王子均成長量|惜別に本数分配表を作製すれば Table 8(末尾に附す)の

如 し.(本表 K 於ては. P.9扱木を被睦木、三絞木を中勢木、ー殻木並三根木を優勢

木とし分類せり)失に間伐水中より梢頭の挫採ぜるものJ決頂のもの . 叉外観よ

り明に既往に於て tS 菌共他の被害によりて 1 年又は 1 年以上上長成長を阻

害せられたりと認め得るが如きもの等を控除しJ手木に付き其の首i 間距離に

よりて年身の上長成長を測定し.1長元直俸の揚合に於けると同様の式により

て、其の上長成長率を算出し、之を斡級別並 さを木につき .前 表同様上長の成長率

階別に且平均成長霊階日1) I'C本数分配表を作製すれば Table 9(末尾 に附す)D 如

L.今之等の表より幹扱別並金木につき 、各試験匝 ZI]の試験開始前の純平均成

長量.試験施行 !困 問中の成長率の純平均及之等の数字の標準偏差を算出す れ

ば T品ble 10 及 T品ble 11 の如しo



首

裳
務
総
数
線

引仲
間
階
店
)
詩
滋

ロ

A 

V 

of diameter growth of stumps. 

一tPr級aere木tsiab、lellyニoncE級altc木oucl、axEt 三級木ノ卒ftJ 問 級 木 ノ卒 宅1 会木 ノ 平 均ed about the 
ng to cro wn classes 1, Partblly calculated about the 

2 and 3. 1 rees belong to crowu chss 4. 
Calcl1lated totally 

試験開始前Eノ1:e卒all 試験期 I f\J中 ノ不 試験開始前Eノ1e卒 試除靭l問中ノ卒 E叩献均…ro臨生wze長闘tehd盆備(前吋btMemノfeo平制m -

試験期間中Mノe平
均生長公 均生長率J\fean 均生長公 明 均生長率 Meau 均生長率 a.n 
growth before I % of growth I grow仏 before % of growth % of growth 
ezp5necreimd ent com司 dnring experi-I experiment com・ during experi- during experi-
menced. (cm) I ment. I menced. (cm) ment. rnent. 

主E 年 区
卒 均 0. 689 土 0.0090 31.3 ゴ二 1.32 0.61'1土 0.01 62 18 . 6 土1.37 0.667 土 0.0084 27.6 土1.12Mean 

Plot 1 422St1a倖nd偏ard 差 0.095 土 0.0063 14.0 土 0.93 0.110 土 0.0114 9 . 3 土 0.97 0.105 土 0.0059 1 4.0 ゴ: 0.79 
deviation 

隔年 区
卒 均 0.701 :t: 0.0103 36.5 土1.92 0 . 634 土 0.0130 19 .9 土1.06 0.667 土 0 .0075 28 .1 土1.29

Mean 

tt4St準and偏 差Plot II ard 0.093 土 0 .0073 17.3 土1.36 0.084 土 0.0065 9 .7 土 0.75 0.096 土 0 . 005 3 1 6 .6 土 0 .91
�eviation 

5 ~Iミ目 1.&
卒 均 0..616 :t: 0.0083 41.5 士1.90 0 . 570 土 0.0066 21.4 :t: 1.11 0.592 土 0.0053 29.8 土1.27

Mean 

係 t主a体nrl偏 差
Plot III Stanrlard 0.072 :t: 0.0059 16.4 土1.34 0.067 土 0.0047 1 1.2 土 0. 87 0.071 :t: 0.00;)8 16 .9 土 0.89

cleviatioロ

425 準区
主}王 だJ 0 . 667 土 0.0077 42 . 8 土1.64 0.601 :t: 0.0100 19.2 土 0.96 0.641 :t: 0.0066 31.4土1.26Mean 

432 1手偏 差
Plot IV Standard 0.080 :t: 0.0055 17.0 :t: 1.16 0.101 ゴニ 0. 0071 9 . ü 士 0.68 0.095 :t: 0.0046 1 8 . 2 土 0.89

deviation 

Table 10, showing 七he lTIe�s and meanμ 

<=l 



TabJe 11, showing the means and ID伺n 係 of heighも growth .

Pt1崎級M，信2木ua2b、I以IeyAl三oan8級glm木thO、 t三級木ノ平均 凶級木ノ平均
会木ノ平 均ed about the Partiall y calculated about the 

croWll classes 
trees belong to crOWll class 4. Calculate� totalJy 

試o験生w開長th始室前bMeノfeo平arne 試験期間中Mノeal卒l 試験開始量前MJe準all 試験期間中Mノe卒an 試験開始前Mノl 卒 試験期間中ノ卒均 均生長率 均生長 均生長率 均生長室 eall 均生長率 Mean
growth before I % of growth I growth before I % of growth I growth before I % of growth 
experiment com司 during experi司 experimellt com司 dnring experi-I experiment com-I during experi-
menced. (cm) I mellt. I menced. (cm) I ment. menced. (cm) ment. 

蓮年区
卒 均 48.0 土 0.23 61.1土1.34 60.0 :土 3.39 47.2 土 0 .31 60.9 土1.14

Mean 

Plot 1 iZESt準~nd偏ard 差 2.45土 0.16 12.0 土 0 .80 5.57士 0.73 18.1 士 2 .40 3.68土 0.22 1 3 .5 土 0.80
deviation 

隔年区
卒 均 49.4土 0.29 64 . 3 土1.18 46.8 :I: 0.34 56.0 土1.12 48.2 土 0.24 60.7 土 0.88

Meau 

掠St準;and偏ard 差是Plot II 2.57土 0.20 10.6 土 0.83 2 .67土 0.24 8.9 0と 0.79 2.86土 0.17 10.6 ゴ二 0.62
deviation 

5 年目匝
2p. 均 50.4 :I: 0.33 53.2 土1.27 48.5 土 0.28 44.4士1.21 49 .4 土 0.24 48.8 土1.01Mea口

標St準an 偏差Plot III dard 2.89土 0.24 11.0 土 0 . 90 2.41土 0.20 10.5 土 0.86 2.76土 0.16 1 1. 6 土 0 .67
deviation 

標準m;
LP. 均 50.9 土 0.26 63.7 土1.16 48.3 土 0.43 56.5 土1.23 49.7 土 0.26 60.6 土 0.88Meau 

Plot lV 終St準:aud偏ard 差 2.71:I: 0.18 12.0 土 0 .82 3 . 83土 0.31 10.9 土 0 .87 3.56土 0.18 12.0 :I: 0.62 
deviation 
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ゲロマ少林 務 菜採集試 験 の成絞 11 

今 T乱ble 10 によるに、根元直径に於ては、試験開始前の棉平均成長量は連年

匝.隔年匝に大に. 5 年目直に IJ、 κ .標準匝其の 中聞に位するを見 る.然るに 試

験施行期間中の成長率の純平均は連年匝より標準匝に移る順に漸衣其の数

値を大にするを見る 、 よりて試験施行期間中の 落葉採集 回 数と 、各試験匝の成

長率の綿平均値とを封照すれば Table 12 の如し口

'rable 1 2, showing the f回quency of coll巴cting Jeaves and the mean % of 

diam白ter grow出 of stumps. 

落菜採集回数 一級木、一級木、こ

aPbaortu四ita級ltlhy木e ノtcrae平lecsu均labteeld - 金木ノ卒均
試 験 区 級木ノ平均calcul 

Frequency of Partit atlhly e ated Calclllatecl totally 
abo口 treesbe10ng 

ong ( tothe crown cI出SPlot 
collecting 

lo the crown c1描ses
4. (%) (%) 1, 2 and 3.(μ〕

I 蓮年 l直 14 31.3 18.6 27.6 

II 隔年 l忍 8 36.5 19.9 28.1 

III 5 年目区 3 41.5 21.4 29.8 

IV 標準 I亙 。 42.8 19.2 31.4 

而して Table 11 によれば.樹高に於ては試験開始前の純子均成長量は 5 年

目!亘、標準巨に 大 に して 、其の 試験施行期間 中 の成長率の総平均 は却って連年

直、隔年匝に大なるをf 見る.I3P ち 之を Table 12 の例に倣ひ落葉採集回数と劃照

すれば Table 13 の如し。

TabJe 13, showing 仏日 frequency of colJecting Jeaves 乱nd the 併 of heighむ

gl'OWもh.

5式 験 l~ 
線路回敬一葉木、一級木、 ニ 凶級木ノ平均 金木 ノ 卒~J

級ノ平均cal aPbaorutit altlhy e calcu ateft 
v A r A aPbaorutit atlhlye culated 
requency 01 labont the trees belon trees bcl町 Calclllated totally 

Plot 
ees De!Ong ong to the Crown class 

COIl ct. to the crown chsses 
e 旧g 11, 2 and 3. (%) 4. (%) (%) 

工連 ~r" ]，豆 14 61.1 60.0 60.9 

II 隔年]!;I~ 8 64.3 56.0 60.7 

rIT5 年目 隠 3 53.2 44.4 48.8 

IV 標準 l亙 。 63.7 56.5 60.6 



12 林業試験報告 第三十一扱

教に於て之等 の 表 中に於け る六組の各試験m:毎の根 元直径説樹高の成長

率に関する王子均数値と落葉探集回数 と の聞に存するが|闘係数を求め?とるに

Table 14 の如 L。

TabJe 14. showillQ' the corr・elation coefficients exis七IDQ'・ b凶ween freaueucies of � ~VU"V'~ "V'l 

colJecting Jeaves and meanμof もhe gro \V七h. . 

一級木、一級木、一級木 四級木ュ闘スルモノ
金木ニ閥ス pレモノニ閥スルモノ PboaU rtt ialtlhy e calculated a司

Partially calculated abou古色rees belong 
Calculated totally the tre~s bel~ngo to ，t~e l t~Utbe '~~0\;'，; ~~la~v '4: 

crOWl1 c1asses 1, 2 al1d 3. 

根元直径ニ闘 ス yυ 宅 J
Correlation coefticien匂

-1.00 土 0 .00 -0 .48 土 0.26 -0.94 土 0.04
relating to diameter 
growth of stumps. 

Co争r拡re高latzioEnZ スル モノ。oefticients
-0.28 土 0.31 +0.05 土 0.34 +0.04 土 0.34

relating to height grow-
tJ,. 

此の表によれば、根元直径に於ては.其の平均数値は落葉採集 回数砂なき試

験匡程成長良好なる傾 向あ ること明なるも，樹高に於ては 、落葉採集回数の多

少と樹高成長の良否との聞には何等一定の関係を存せざるものなることを

知るを得ぺし、尚此の表に於て四級木のみに就て求め?とる相関係数は其の結

割 {直常 に 一級木乃五三扱木を一括 して求めたるものに比 し て著しく 小な る

を見る、これ凹根木は其もの L 本質として.其の成長関係は常に隣接木の震に

影響を受くること甚大に して.落葉採集の程度の 差等の林地取扱の差異の如

き因子が直接其の成長に及隠す影響甚小なるに原因するものならん.若し此

の考察 t乏して、誤 なからんか、今後本試験の如きに於ては.其の成績調査 に 際 し、

先づ毎木につき其の J枠組を類別し、然る後優勢木及中勢木を一括 し fこ る平均

数値により て.成 果を 判 断する方'，iPて 多数の さを木より得 7こ る平均数値に依る

よりも、其の判断のー j音油確なる揚合もあり得べきことを信ぜざるを得ざる

にあらざるか。

然るに 上記の如 き計算によりて求め?とる相関係数は、車陀落葉の採集 回 数

と各試験匝毎の成長率の棉王子均の数値との聞に存する関係を示すものにし

て各試験直に於ける毎木の平均成長率の頻度 を考慮の中に入れ古るものな

る乞以て.更 に進んで之等の閥係を究めんと 欲し、根元直径詑樹高につき落葉

採集回数階別に且つ成長率階別に其の本数分配表を作製ぜ しに Table 15 誌に

Table 16 の如し。



Table 15, distr�bution table showing the cOl'relation betw巴日n むhe frequenc冾s of collecting leaves and 

m印n % of díame七er growth of stl1mps. 
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平宇 lX| j T!tal j 

斗主 均。 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 I T~音t1・al Meau (%) 
級

-ー ユ凸O円 Fro+HJ w 4 3 5 8 9 4 4 8 。。 4 1 1 一一 1 51 31.3 土1.32

級木閥ス唱ロ EE主K 
1 2 7 3 5 4 5 2 1 1 1 1 3 1 37 36 . 5 土1.92、 JレF

二毛 『色 3 1 3 “ 。 4 7 5 2 3 1 ー 1 3 2 34 41. 5 土1.90

墾ィ、ノ w エ日百l号ロg 邑P 巳d D ドh

凸。 。 4 3 2 4 7 7 4 4 3 5 2 1 1 2 49 42.8 :土1.64

級三 巴品 g 宮口em + T言o十tal 4 12 21 16 17 22 25 11 12 G 7 4 7 5 2 171 37 .7 土 0.87
木 pog 

堂回 目喝岡苦野E 辻 旬5炉5、-・2Sド(14 りυ 3 5 2 4 2 2 21 18.6 土1.37

ロ822 . 8 1 3 5 7 7 7 4 2 2 38 19 .9 土1.06

品Jルえ ihEzz E V 

2 8 11 9 5 4 5 1 一一 2 47 21.4土1.11ロ吋 3 

(5 0 5 6 8 15 4 5 1 - 1 1 46 19 . 2 土 0.96
ー

宅 ro+ E口Fsa 4r トノ Eo件f 
計

1 13 22 31 33 20 15 10 3 1 1 2 一一一一一 152 20.0 土 0.56Total 

E M n E E52 F 2E2i14 8 

3 6 10 10 13 6 6 8 3 4 1 1 一一 1 72 27. 6 土1.12

金
1 3 6 9 14 10 9 6 28. 1 土1.29木 7 4‘ω 3 1 1 1 1 3 1 75 

ロー
2 8 12 12 7 8 12 6 2 29 .8 土 1. 27開 ... 3 3 3 - 1 3 2 81 

ス 。，同1:. 。炉、

)1/ 巴:<
。 5 6 12 18 6 9 8 7 5 δ 3 5 2 1 1 2 95 31.4 土 1.26

毛

ノ 昔「 1 13 26 43 54 36 32 32 28 12 13 
'1'0士、l 8 7 4 7 υ v 2 323 29 .4 土 0.63



Table 16, dis七ribu七lOn も乱ble showing the correlation between the ft'equencies of collecting leaves 

and mean 凶 of height gt'ow出.

ト4

f゙. 

1伴

前l
CJasses of % 

官十 1f王 均20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 Tobl Mean 仁ヲ6)
級

両1222L2FE5 5 ;i冨I:g 

1 1 4 6 6 9 8 。、J・ 4 一 一 1 43 59 . 2 二!:: 1.10 

一 1 - u 。 5 6 7 3 、。> 。“ 1 30 63 . 7 土 1.21

1 M の 3 1 4 6 5 1 1 - 2 - 26 53.5 :::!:: 1.63 

級ノ g E ?白1 
ロ炉、

木=一色29fU 

?~ 0 1 1 2 5 6 5 7 6 1 34 68.7 土 1.1 0

言十級ヲγ忙 ~ 生g戸 号，口+ Total 1 3 5 6 13 19 25 22 12 14 10 “ 。 1 133 61.5 土 0.70

>g> ・ ，且ロ>f 1 4 1 ー 1 2 2 一一 M 。 8 53.8 :::!:: 2.65 

ヤロ gBCH3 ・ 3 8 
。~ 2 6 8 4 1 のu 1 26 55. 0 土1.12

2 一一 1 9 10 3 2 - 4 1 ー 32 46.1 土1.34
ロ炉、

8 0 1 “ 。 一一 。、J・ 5 12 2 1 1 1 29 57 . 1 土1.23

fHrrp sEE rs f + T言o十bl 2 一一 3 14 13 14 17 16 7 6 。~ 1 一 一 95 52.5 士 0.77

P 8 2L 51: 2 1 5 7 7 9 8 4 4 一一 1 48 58.3 土1.09

金
の~ 7 10 8 7 4 4 2 1 オに 45 60.9 土1.02

一B自
H O 「SPE+ d 

2 ー 1 3 9 9 7 10 7 1 2 ー 2 - 53 49.2 :::!:: 1.15 
λ 

。炉キ益

Jレ 2トー 0 3 1 4 7 13 6 5 7 6 1 53 63.4土1.04
宅

ノ
言十

Total 2 ー 1 5 15 15 25 34 37 22 15 15 10 2 1 199 58.1 土 0 .61

品
芥
叫
椋
湾
露

骨閑
吟

務

M
f

T

望号

備考・ 一級木乃至三級木及会木ニ闘 λyν 宅ノ ノ、 、 卒均生長量階 48cm 乃至 51Cl1lニ鴎 y、，レ林木ノ ξ ニ Y キ又同級木 二関
丸山 宅 ノハ 45Cl1l 乃至 51clll ニ鴎 7，)レ林木ノミニ少キ本表 7 銅製セ リ
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之等の表より 落葉採集 回数 と 王子均成長率 との相関係教を求めたるにも下の

如き結果を得?とり。

Table' 17, showing 七he co1'rclation coeFf�cients existing b白tween frequ巴llcies of 

collecting leaves and mean % of 出e growth. 

一級木、一級木、Pa三rt級ial木lv 四級オミェ閥ス ル毛 f
会木ニ閥スル毛/ニ闘丸 pレ毛ノ y 

Pouat rtitahlle y calculated ab calculated about the trees ut the trees belong Calculated total1y belong to the crown to the crown class 4. 
classes 1, 2 and 3. ~ ..... 

根00元rreElZa筏tioユn 閲ス ル毛ノcoefficients 
-0.28 土 0.048 -0.03 土 0.055 -0.09 :!:: 0.037 

rwetlah tionf gto diametergro-
stumps 

o樹rre高laニ閥ス yν モノ
Correlation coeflicieats 

-0.17 土 0.057 + 0.01 :!:: 0.069 0.00 土 0.048
relating to height gro司
Wtll 

此の表によ るときは、其の金木に釘する数値は極めて 小にしてー・見何等の

傾向を も示さぎるが如しと雌.上誌の理由によ り 特に三根木以上1の示す数字

について判断する と きは.依然とし て 落葉採集回数 と根元直径の成長率 との

聞には相閥関係の存するを想 定 し得 べき し落葉探集回数と樹高成長との聞

には斯くの如き関係の存するを認むるを得ざるもの とす。

然るに元来個樹の直径誼樹高の成長の大小は其の佃樹の個性の影響をも

受くべきものなるを以て. Table 8 位 Table 9 より個樹の試験開始以前の直径誼

樹高の年平均成長量と年平均成長率との間に存する 相関係数を求め?とるに.

其の結果は Table 18 説 Table 19 の如し。

Table 18, f'howing the correlation coefficients existing・ between the mean日 of
ヒラ

diame七e1' g1'owth of stumps befol'e expe1'ime凶 commenced and the 

mean % of 出at diame七日l' gl'Owth during expe1'iment. 

一級木、ー級木、ニ級木 四級木エ閥スル宅ノ
会木ニ関 7、ルモ ノニ開スル宅 ノ Partially 

Partiatlhle y CELlclIlated ab-calculated a:bout the trees 
ont tbe trees beョ lo4n.g belong to the crown 
to the crown c la~s 4. Calculatecl totally 

classes 1, 2 岨d3.

連 年 区 -0.12 :!:: 0.093 -0.11 :!:: 0.154 +0.04 土 0.079
Plot 1 

鴎 年 1邑 -0.24 :!:: 0.104 -0.34 :!:: 0.097 -0.03 土 0.071Plot li 
5 年目区 -0.14 :!:: 0.113 -0.27 土 0.091 +0 .04 土 0.075

Plot III 
椋 世主 l亙 -0.004土 0.096 -0.18 土 0 .096 +0.10 土 0.069

Plot IV 
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Tftble 19, showing the correlation coefficients existing・ between 色he means of 
ピヨ

height growth before exp巴riment commencecl ftud me乱11 % of that 

growむh �ring experimen七.

一級木、一級木、ニ級木 四級木ニ閥スル宅ノニ閥 y、ル屯ノ PartialJy 
Partiathlle y calculated ab-

会木ニ閥ス Jレ屯ノ
calculated ahont the trees 

out t e trees belo4n. g belong 色o the crown to the crown class Calcαbted totally 
cb明es 1, 2 :md 3. 

連 ~F- 1孟 -0.51 土 0.070 -0.73 土 0.087 -0.51 士 0.062Plot r 
同 今Z wi: -0.62 土 0.068 -0.18 士 0.119 -0.29 土 0.076Plot II 

5P年] 目 l邑
ot III 

+0.03 土 0.116 0.00 土 0.116 + 0.18 ::!= 0.079 

4禁 準 l亙 -0.31 土 0.087 -0.66 ::!= 0.063 -0.14 士 0.072
Plot IV 

之等の表によれば直径に閲する係数は一般に其の値小にして.極めて低次

の相関関係を示すに過ぎやとIDjË、樹高に閉する係数は其の 5 年目匡に於ける

ものを除けば他は悉く 比 較的に 其の値大にしてJ日 常高次の相関聞係を示す

を見る、此個樹の試験開始以前の根元直径の年平均成長 長 印ち元来其の樹が

保有す る直径の成長丑と共の樹の試験開始後に於ける年 王子均成長率との問

には何等関係の 認むべきものな きに係らすヘ個樹のおj高の年平均成長景 即も

元来其の樹が保有ーする樹高の成長量 と其の 樹の試験開始後に於 ける 年平均

成長率との聞には多少の閲係の存するを指示するものなり . gn ち Table 16,17, 

18，及 19 の内容を 綜合すれば、個樹の根元直径の成長の良否は、落葉採集の程度

f-C}:悠じて饗化するものなるも J同樹の樹高成長は一般には 落葉採集の程度と

無関係なるもの L 如 し と推断するを得ぺ し。

以上の調査中直径の成長陀閲する数字は悉く間伐木の根元直径に就て測

定 し ?とるものに してJ旬 l高直径に就て 測定し?とるものにあらす九従って根元直

俸の成長と胸高直径の成長との問に存する関係を知らんが震 κ.各試験臣官:

に其の間伐木 中 特に成長良好忙 して .隣接木の影響を受くること砂なしと認

定せる優勢木 1本宛を選び，之等を標準木として明治 38年より大正 12 年に至

る聞の成長量が明治 38 年常時の直径に封ずる比を其の根元直径に於けるも

のと 、胸高直径に於 け るものとを比較ぜるに其の結果は Table 20 の如 し。
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Table 20, showing the relations of もhe Q: r・owth of bre乱st-height diameter and b 

of stump-cHameter . 

. 

根元直 eac径h(寸o〉u 
S知mp-diameters 00 each date ロ) Btr胸reeeasst(-s-hue高nig)ht 直径(寸〉) diameters of same 

明治~8 [ 大正12 [ 差 | 生長率
1905 1 1923 1 dlFfer開聞 % 

明治!8 [ 大正12 1 差 |生長率
1905 1 1923 1 difforen世s l % 

主巨 3ド 区 8,582 10,896 2,314 26.9� 7,108 9,180 2,072 29.15 
Ploも I

17 

一
ド前 今ミ lfii: 7,805 9,702 1,897 24.32 6,685 8,277 1,592 23.81 

Plot II 

脚 | ω5 年 日 区 6,495 8,479 5,704 7,492 1,788 31.35 
Plot III 

制1 司主 7,451 10,230 2,779 I 37.30 6,478 8,958 2,480 38.3 
Plot IV 

Notes: Japanese unit of lengtb (snn) ;s equivalent to about 3.03cm. 

gp ち此の表に見る が如く二者の値極めて近きを 以てパ足元直倍の成長Jijç 態

に闘 する調在の結果は大躍に於て胸高直俸の成長欣態と同ーの傾向を有す

るもの と推定することを得ぺし。

111 植生紙態主主間伐の結果

既記せるが如く、本試験は大正九年一先 づ其の施行を打切り し ものなるし

同年 迄に蒐集し得 fこる調査材料により.本試験の結果を取纏むる事は未霊置さ

ざるの感ありしを以て.大正十三年二月本試験林の 一部に各試験匝を遁じて

強度の間伐(Table 7 参照の事)を施行して其の間伐木の毎木に付.直径誌に樹高

の成長に関す る調査を施行せれ然るに昭和四年夏期に於ける試験林の地表

JV~ 態は .明治三十八年より大正九年に至る問凡15 年聞に於ける落葉採集の程度

を 異にせる取扱の影響を受けて一見其の植生の形相を異なら し むるに至れ

れカn 之大正十三年二月に於ける間伐の影響は其の I[IIC 翠に間伐の影響とし

て 認むべき現象と 、閥抗の影響と嘗て落葉採集の程度を異にぜる影響との綜

?と 見るべ会ものとを包含するを以てよ等諸の事項に就き説明せんとす0

1) 植生 Æ犬態. 各試験匝に於ける間伐施行匝、不胞行 V\t! の各に 1 Meter 平方の小

Q四dl叫 20個宛を設置し、これに頻度統計法を、適用して、植物各種の現出欣態を

株数、Quadrat の j盤、百分奉等を調査し之等の数字より其の各種の常現度(Consta­

ncy) を 求めたるに Table 21 (末尾陀附す)の如き結果 を得たり。

此の 表より各試験直別に其の中に主見出せる植物の種の綿数を表示すれば
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Tabl日 22 の京日し。

Tahle 22, showing the number of species founcl in each plot. 
主

| 酔底加工 |隔年区 町 II | 5 年 目m: Plot 1吋標準1;& 削 lV
… 山 一山間伐1 1間伐 I r間 伐 | 間伐 1 1同 f主 1 1日l 伐

脆行 1~1 不施行l直|施 行 l孟| 不施行 l直 l胞行 l亙!不施行!亙
Thinne� 1 Untl佖ned 1 Thinned i Unthinned 1 Thinned 1 Unthinned 

績の総数 I I 1 I I 1 
Total n山~ I 72 I 89 I 76 I 83 I 81 I 91 I 66 I 83 

。f species 

.1j~.現皮 III 以上
のもの
Nnmber of sp. 

sbowing 
constancy over 

III 

24 22 24 24 19 23 10 18 

此の表によるときは、落葉採集の程度を異にする各試験匝の 聞に於て‘租-の

綿教に於ては何等一定の傾向を示さざるし常現度 III以上のものについて見

るときは.落葉採集の程度高き 試験匝程共の程数の 大 なるを見る、叉間伐施行

匝と間伐不施行匝との聞に於て、大躍に於て間伐不施行匝の方其の種教の大

なるを見る.If\P ち此の結果を 結合すれば.間伐によりてJ本内光線を強カ、らしむ

ることは.比較的複雑なり し環境を光線によ P て、之を 統一し比 較的皐純なる

環境に一時鑓移ぜ しむ る作用をなすものなるも .落葉を採集 して地表を撹乱

することは、比較的車純な りし環境 を襲じて、益々複雑なる環境 に 導 く作用を

なすもの L 如し，;j( tて各試験匝内の植物匝系組成 (FIOl' istic Composition) より其

の植生の特徴を知らんが錦rc:，各試験匝に現I:l~せる植物の極の全部につき、其

の 程の各が普通最旺盛なる 生活を替なむ環境の如何;てより A、原野"路傍若 し

くは之に類似する環境を好むもの占、林内、庇 i蚤若 しく は之に類似する 環境を

好むもの，C，特にま霊境的に 特徴を認め難きもの l.. 3;[主 l亡大別し、分類する とき

は Table 23 及 Table 24 の如し。
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Table 24, showing the specﾎes appeal'ing in thinneJ parts of each plot, classifted iuto the habitllal JlOuutS of 叫ch species. 〈間伐施行W;)

r-

主E &.p 区 防 年 l底 5 &l三 [1 白玉 椋 準 hIk 
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Notetl: Thc index llumhcr of eacl1 species ∞rresponds to tbat of tablc 21. 

.. 
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之さ@; 各表の結果を総括すれば Table 25 の如し。

Table 25, showing 出e number and the % of number of species classified in旬

characteris七ic habi七ats.

主E 年 l直 隔 円え，"一・ 1.!1l 5 4f三目 l盛: t~~ 君主 l~ 
Plot 1 Plot II Plot III Plot IV 

間 m伐: 1 環境 N 種umber数of|i% N符usimpebcelers数ofll| % N稲umber数;~ μ 
Thinninl! 1 Ihbitats Number ofl % 

specte弓 speCl田 spe口les

間i A 39 43.8 35 42.2 38 41.8 34 41.0 
{立

B 28 31.5 28 33.7 30 33.0 31 37.3 

C 22 24.7 20 24.1 23 25.2 18 21.7 

国 T計otal 89 83 91 83 

問 A 
33 45.8 35 46.1 34 43.2 22 33.3 

伐古信 1号ロ白1d 

B 20 27.8 22 28.9 27 32.1 27 40.9 

C 19 26.4 19 25.0 20 24.7 17 25.8 

w 
言「 72 76 81 66 

底 Total 

此 の表によるときは、太躍に於て落葉係集の程度高かり し試験匝の植生程 1 

原野の植生陀近し落葉採集の程度低かりし試験匝の植生程林内 植生の特性

者:兵ふること多く、叉大館に於て間伐施行匿の植生は間伐不施行匿の植生に

比し て原野的のものなることを知るを得たり.よりて.特に連年匝の植生と標

準匝の植生とに於て其の間如何なる植物匿系組成上の 差違あ わやを究めん

とし て 次の諸表を作製ぜれ即ち Table 26 ，27，28 及 29 は間伐不施行匿に関 する

もの 、Table 30，31，32，33 は間伐施行匝に関 す るものにして、其の中 Ta:ble 26 と Tぬ，1e

30 とは 連年匝に出現し市も其の常現度 III以上の避が他の試験匝陀於て如何

なる常現度を保有するや た示 し. Tab1e 28， 32 は連年匝 陀 111 現して、標準匝に出

現せざる極が他の試験匿に於て如何なる常現度を保有するや を示すものな

れ 支 Tab1e 27，3 1 は標準匿に出現し而ち其の常現度 III 以上の極が他の試験

原に於て如 何 なる常現度を保有するやを示し"Table 29，33 は標準匝に出現し

て連年医に出 現ぜざる種が他の試験lil[ tc 於て如何なる常現度を保有するや

を示せる ものなり口



Table 26 , showing , in unthinlled parts of plots, constancies 
of each species found in plo七 1 keeping constancy 
over III, in 0七her plots. 

!切伐不抱行区 連主lミ I瓦 陥年 1& 5 年目 l益 様当主 W~

No. Plant name� Plot 1 Plot II Plot TII Plot JV 

1 キクカ 'IJ ~、~. ... V V V V 

5 ヲ ケ ラ JlI II I 1 

7 ~メガ Yグピサウ IV II1 III III 

18 アキノキリ Vサ 'IJ rn II1 II I 

34 �< .!)> ナ ミサ 'IJ III II I 

42 Jレリミ ノ 'lJ7' ヨ ロ v III Il1 1II 1V 

55 タチ ツ ポ スミ 1〆 IV V IV IV 

67 .!)> �< TJ Jv も〆 1V 1II V V 
76 ヤ 7' 『司r メ IV V III III 

79 ;j・ でコ ，、 ギ V V II1 1I 

84 .!)> チ ~. V V IV 1II 

98 ミ Y パ アケ ピ IV V IV II 

101 :l ナ ヲ 111 II1 IV II1 

106 7 i探リ v y' ヵ ll1 II1 I II 

111 ヤマ ノ イ 宅 1V IV III V 

117 リ tJ ノ b グ V V , V v 
123 ヒ 11 ゲ Z ゲ ト V V V V 

124 ;j、 ..y サ V , V v V 
125 メ ス ヨー V V ll1 IV 

127 チヂ 、司、. ザサ ll1 II ll1 IV 

128 ア もノ 昔ず y III 1I II II 

132 アカマ.!)>(稚樹〉 1V 1V 11 I 

-Noteョ The inde:x: number of species corresponds to that of table 21. 

Table 27，日howillg， in nn七hinlled parts of plots constancies 。~司

of ea~~_ species f�ml jn plot IV lnieping constaucy 
over lII, in other plots. 

Ii司伐不施行 l亙 E話!Ij~ I~ 56門
Plant names Plot 工 Plot II Plot III I Plot ]V No. 

1 ヨ[' .!)>ヵ 'IJ ~.、 ~‘ マ V V V v 
3 ミノヲヤマギグ I n I II1 さ誌
7 ，ユ メ ヵ" Y !lピサ TJ 1V III ll1 II1 

総
32 アキノタムラサ ウ II lLT II1 1II 

1I II III 1V ~ 

42 ノレ リ ミノ tJ V ヨロ V ll1 ll1 III lV 主事

55 担 チ Y ホ・ 3えミ ν lV V lV IV 諮
67 y 占実 可 Jレ V IV II1 V V $ 
76 ヤ ブ. .マ メ IV V III III 

77 7 ヂ I IV 哲男
84 .!)> チ ザ v V lV III [11 

101 コ 7・ フ II1 III lV III ー十
111 ヤマノ イ 宅 JV lV 1ll V 

117 ~ 勺 ノ じ ヶ- V V. v V | 予言
123 ~ 11 グ Y、 ヶ・ V V V V 

124 ;j、 ザ す V V V . V 

125 ス ス ヨp v V II1 IV 

127 チゲ 、、 ザサ III II III IV 



Table 28, showing, in unthinned parts of plots, const甁cies 
of species found in plot 1 and can not be found in plo七 IV.

間伐不 施行区 主E 年医 陥年区 5 年目区 標準直

Plant names Plot ] Plot II Plot III Plot IV 
No. 

8 リ 'fJ ノ 亨 ギグ I 
10 t ヨ ド ワ バナ II n I 
14 カÿ >，バノ、ゲ マ I 
15 コ 'IJ ヤハバ キ II I 
30 v' 'IJ ニ h トへ I I 
34 担 Y ナミ サ 'fJ III II I 
37 事 y 事? t; I 
40 ィ ポ・ � ノ ヨp I I I 
47 イ チ ヤグサウ I 
48 ヤ マポ t; ヨ〆 I 
54 ナ .!)> ~‘ 、、、 I I 
56 ォ ト ギ リ サウ II I I 
60 メ 勺 ノ ヨp I I 
62 .!)> }レマサ ヨp I 
65 ..; ;;t y ゲ I I I 
66 ア ヲ ノ、 !J.' E IT Il 

70 t メ ~， ギ I II 
78ρ ギ I 一 II 

80 メ ド ~.、 ギ I 

81 グ y、 1 I 

83 -^-ピイ チ コ. 工
一

95 ア プラチヤ y I 1 
129 ア プヲユユ キ I 工

130 モ ミ(剥f'.樹〉 I 
]33 '7 ロ マ :>>( 11 ) II II II 
137 '7 サ コ. ケ I 工

Notes: TI、 e iudex numb~r of each species corresponds to that of table 21. 

Tuble 29, showing , in unthinned parts of plots, constancies 
of sp印ies found in plo七日T und c乱n no七 be found 
in ploもI.

間伐不施行 区 連年 1~ 隔年 IJI 5 ~11 目 IZE tì~ ��. 1M: 

Plant names Plot 1 Plot II Plot III Plot IV 
No. 

13 -¥>' グ V サ t; I I I 

16 カ 勺 Y" う唱 I I 

26 ア 7J 4 lJ I I 

28 ~、 へド グ サ t; I 工 I 

41 ヱ コ噌蜘 ノ キ I I 

45 ャ フ・ ョ 'fJ 主フ I II 

49 チ ドメ ゲサ I I 

77 7 l' I IV 

85 ..; ヌ ーヂ P ヲ I II 

88 ノ イ )'{ ラ I I 

90 三時 イ ず4 コ. I 

91 'J7 ν 宅 カ 'fJ I I 

93 1- 1) ア 'V 'Yヨウマ I I 

105 t ト リ毛ノ グ カ I I I 

]08 ホ グ ロ I I I 

116 ャ フ. フ ユ〆 I I I 

119 ",. ホ テ凶 工 I I 

120 ヤマホ トト ギス I I 

]31 t ノ キ 仁稚樹〉 I 

134 ィ ヌ F 7 ピ I 

135 'v ケ V ?J.' II 

河

口

4
W

勢
務
総
数

M
H
V湾

臨
時
局
〉
渇

感

~ 
ト4



Table 30, showing, in thinned p乱rts of plots, constallcies 
of species found in plo色 1 keeping constal1cy over 
III, ill 0七her plots. 

I ffj 伐施行 l亙 隔年区 5 年目区 採準区

Plant names Plot 1 Plot II Plot III Plot IV 
No. 

5 チ

ー
フ IV III IV I 

7 . b メヵ，. './ 'J ヒーサ守 III IV 1I I 

12 ニ ヵ- ナ III 立 II I 

15 コ守ヤ バ ノ、キ IV II II 

18 アキノキリ νサ ウ v IV III I 

20 '7 ト ':.:t -. .;1 III II II 工

23 ヵ・ 『司r :h 、、 III III III I 

42 Jレ 1) ミノウ V コロ v V IV IV 立

55 担チ Y ホ・スミ ν IV IV rII III 

64 ェ 毛/ キ ギ III JII I 

76 ヤ ず -マ メ IV IV II I 

79 'Ì、 士ヨ ノ、 ギ V V III I 

84 y チ !ザ VI IV III I 

98 ミ Y バアケピ IV IV V V 

101 コ ナ ヲ V V IV III 

106 7 �' リ毛ノ ヅカ III lT I I 

111 ヤマノ イ モ III II II I日

117 勺 ノ 、ユ ゲ V V V v 
123 b 11 ゲス ゲ V V V V 

124 有、 ザ サ V V V v 
125 ;t. 3ζ 会守 V IV IIT II 

132 アカ マ 少〈稚樹〉 V IV 1工

133 グロ~ y( グ J IV III II I 

137 'J サ ::2. ケ IV II II 

Table 31, showing, ill thinned parts of plots, const乱ncies
of species foulld in plo七 IV keeping constancy over 

III, in 0もher plots. 

間伐施行医 5 ~叫

Plant names Plot 1 I Plot II Plot III I Plot IV 
No. 

33 ア i¥' ギ II 1 III III 

55 タチ Y ホ・スミ v IV IV III III 

67 y タ 'IJ pレ 弓ノ 11 IV V IV 

98 ミグバアケピ IV IV V V 

99 コ・エ守アク ピ 工 I I IV 

101 コ ナ ラ V V IV III 

111 ヤ マノ イ 宅 III II 11 JII 

117 ウ 2 Eュ ゲ V V V V 

123 b カ ゲ 7， ザ V V V V 

124 'Ì、 ザ‘ サ V V V V 

N otes: The index: number of each species .correspo口ds to tl:at of table 21. 

b:) 
b:) 
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TaLle 33, showing, in thinned parts of plots, constancies 
of species fOUl1d in plo七 IV and can not be found 
in plot 1. 

、ミ苓

v
u

雰
務
総
数
渋
滞
問

時
局
〉
『
訪
日
語

~ 
~ 

N otes : Tbe index number of each ~pecies corresponds to tbat of table 21. 

Table 32, showing, in thinned parts of plots, constancies 
of species found in plot 1 乱nd can llOt be found in 
ploも IV.

。 I:rJ 伐施行区 連年 I広 陥 iF 1亙 5 年目区 標準区

Plant 口ames Plot 1 Plot JI Plot III Plot .lV 
No. 

8 リウノ守ギグ I I I 

11 セ Y ホ:. :;...'"ヤリ I I 一
15 コ 'IJ 十 バ ~， '" IV II II 

29 マ 宅建F τz ナ I 

:12 アキノタムラサウ II 1I1 III 

34 ?;< ~ナ ミサ 'IJ I I I 

37 リ ュ" 事? 勺 I I 

39 コバノ 1・ 4、官コ I 
46 ナ y y、 セ I 

50 ノ Jj: ケ I 一
56 Jtトギリサ 'IJ I I 
60 メ 'IJ ノ ヨp I 
63 ョ 司有r コ. 、、 I II I 
64 ェ 毛ノ ヨp ギ III III I 
65 -{ ヌ ~ ゲ I I I 

68 ャ 『勺 2レ 毛/ I I I 
69 ?;<カト守~.ィ II I I 一
78ρ ギ II I 

一
87 ク ヤマ ザグラ 工

88 .1 イ pマ ヲ 工

89 ナノ、 V ロイチゴ I I 
114 チ コ. :L II lV III 
133 lJ 口 .... ~C紙樹〉 V IV II 
137 lJ サ コ- ケ IV 1I II 一

ロ

4 

I ~o7:芯| 隔日 I 5 年目 l亙|…
Plot 1 I Plot rr I Plot III I Plot IV 

24 ョ ク バ ム グラ II I I 

26 ア 71 ヰ、 I 

31 ヤ マ J、グ カ II I 

41 ェ コ. ノ ヨ号 I I 

44 コ ナ 7、 ヒ. I 

52 t; ::l 当f I 1.i I 

57 .1 プ ~. 可 I I I 

50 lJ マヤ ナギ I 

72 イ ヌ ザ y セウ I 

77 7 ヂ I II 

95 アプラチ -ヤ y I I 

103 ァ 71 モ/ 手柄 I 

104 ィ ヌ 三ノ テ・ I 

105 1:0干 1) � :;J、 力 I 工 II 

116 ャ 7' 7 y II 

120 ヤマ ホトトギ Y、 I lJ 

127 チゲ 、、 ザサ I II I 

1 28 ア V オf y 工

l益

Plant names 

= q丁古包fJ己間

Ind. I 
No. I 
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今之笥;の表を綜合 して.特に 連 年 1&1 に出現ずること多き傾向ありと認めら

る主題を各表別に記載すれば、

Table 26 によれば、オクラ.アキノキリンサウ‘タツナミサウ .ヤプマメ . ネコハ

ギも ツチグ リ.フ タ リ シツc カ.アカマツ(雅樹).ヒメ ガンクピサ') ， t ツパアクピ.ス

スキ ， I シボソ等

Table 28 によれば.リウノウギク.ヒヨドリ パナ.カ シハパハクボマ 、コウヤバハ

キ、ジウニヒトエ、タツナミタウ. リ ンダウ .イ チヤク サウ、ヤ マボ ウ シ.ナツグミ.

オ トギリ サウ.ツ Jレマサキ、メドハ ギ，ヘビイ チコ示、アプラススキ.モミ (稚樹).クサ

ゴケ等

Table 30 によれば.ニガナ 、コ ウヤバハキ、アキノキ リ ンサ ウ.オトコヘシ.ルリ

ミノウ シ コロ シ . タチツ ボ ス ミ v、ニ シ キ ギ .ヤ フマ メ.ネコハギ.ツチ グ リ、コナ

ラ ，フ タリシヅヵ、ススキ、アカマツ(稚樹J ， クロマツ(雅樹)，~サゴク等

Table 32 によれば、セ ンボンヤリ、コウヤパハキ、" "コナ、リ ング ウ.コパノ ト

ネ リコ.ナツハゼ.ノタ'ク . ;J ウ リノ キ . ニシ キ ギ .タカトウグイ、ハギ.クヤ マ ヲY タ

ラ .ノイ バラ . ナハシイチゴ.クロマツ(雅樹)， クサゴク等

なり.而して之に反し其の標準匝に出現する傾向特に多しと認めらる L 極 を

各表別に記載すれば.

Table 27 によれば.アキギリ . ツタウ Jレシ.フデ‘チチミザサ、シラヤマギク . アキ

ノ タムラサウ ， Jレ リ t ノウシコ ロ シ君主;

Table 29 I'Lよれば、ヱ ゴ ノキ.ヤプコク ジ 、 プデ.イヌグクラ .キイ チゴ.ワ レモ コ

ウ 、トリ ア シショウ マ、ヤマホトト ギ ス.ヒノキ (稚樹l，イヌワラビ.シクシダ等;

Table 31 に よ れば、アキギリ、ツ タウルシ、 ミツパアクピ， ゴエ ウアタピ等

Table 33 によれば.アカネ.ヤ マハクカ 、エゴノ キ‘コナ スビ、クマヤナギ. イヌず

ンセウ.フデ、アカシデ、イヌ シデ.ヒトリ シヅカ、ヤプラン.ヤ マホ ト トギス .チチ

ミザサ. アシボ ツ等

なれ叉各試験匝を通じ て其の 常現度高きものは.間伐不施行匝に於ては キツ

コウハクー"，タチツボ、スミレ.ヤマノイモ. リ ウノヒグ. ヒカグスゲ‘ネザサ等 に

して、間伐施行直に於てはコナラ、リウノヒゲ、ヒカ グスグ、ネずサ な り， @P ち全

試験地を遇じて極めて普 illi のものはリウノヒグ、ヒカ ゲスグ、及ネグサの三種

とす。 而して、或る極が或る環境に現に生存するは‘常に環境問子め綜合的作



Table 34, showing th白 species appe乱ring with re1'ttively high fl'eqnencies 1n plo七 1 or plo七 IV claぉified into each 1In.bi胞七

A, B fl,nd C. 

主~ &F l疋 /il 現 多 ~ 幸司 t~~ 事与 1ほ Ifl を見 多 -�- 積

Sρ. with high frequen<'ﾏes in plot 1 Sp. witb higb freqllencie円 ill plot 1V 

B 。 A B 。

No. 
FIlmt names I、よnN?d0.. l| l Plant nlLmes 

No. 
l)!:¥nt narue~ 

No. 
Phnt nnmes Plant names 

No. 
Plant names 

5 チ ケ ヲ 14 ヵÿ ~、パ ρ "1/・ T 7 t メヵ・ ν グピサウ 33 ア '" キ・ 59 '7 マヤナ ギ

8 1)ウノウギ P 39 ヨバノトヰ q コ 30 ，;;-守ユ己ト A 26 アカ 4、 41 ::c コ. ノ キ 85 -! 耳 ザ'7 フ

10 ~ヨド事パナ 4~ )レ q ミノ守デヨロ V 54 ナ ))> >7" ‘ ‘ 31 ヤマ J、 p j; 42 )レ 'J ;ノfJÿコロ V 98 ミ Y バアケピ

11 セ;:; *" ;:;ヤリ 47 イチヤダサ fJ 55 タチ))>:d<'スミ V 32 アキノタムラサ守 44 コ ナ 7、 ピ 99 ::t・エ YJ アケピ

12 ュ il ナ 50 ノ ~. "r 64 ュ V '" ギ 90 キ イ チ ';;].' 45 ャ プカ 守 ミP

15 コ YJ + ,rl ~.キ 60 メ 、をj ノ キ 79 >j. "" 
，、 ギ 91 ヮ V 毛 ';;]. fJ 67 ))> �< fJ Jレ 吾ノ

一

18 アキノキ1)';:/サ YJ 62 ))> Iレ 苛 サキ 87 ケヤマザグラ 93 トヲアÿÿ百 YJ"'< 72 イ買ザジセ YJ 一

20 テ ~ τ~ ..... � 76 ャ プ ..,.. メ 98ξ!}' rt アケビ 77 7 ヂ 一

29 "'< 「司F コ ナ 101 コ ナ フ
一 一

103 ア j] V テ‘ 一

34 �< ))>ナーす fJ 106 7 .. 'Jγ グカ
一

104 -! ヌ V 寺' 一

37 ') 三:/ 'J.' YJ 128 7 ヨノ オず y 
一 一

105 t ト1) ÿグカ

40 ナ y ，、 セ・ 130 宅 ミく幸ft樹) 一 一
110 ャ 7' フ 〉〆 一

48 ヤ" *"守 宅〆 137 グ サ ';;].' ケ
一 一

120 ヤマホトトギス 一

50 オトギリサ YJ
一 一 ' 一

127 チゲ 、‘ ザサ

(;9 夕方ト守グイ 1
一

128 ア き/ 倉f Y 

78ρ -¥' 
一 ー一

131 ヒ ノ キ仁剥thlD 一

80 メ F "'、 \'こ '
一 一

134 ィ " F ラ

出3 へ ヒ. イ 子ゴ
一

11 
一

lò'/γ '〆 マ7 ー-r

84 ))> チ >r 一 一

一一 一一

一 一89 ナ円三/ロ 4 チゴ 一

J25 ^ キ 一 一 一子、
一

129 アプヲ y、 z キ 一 一

132 アカ-q' ~αi色紛〉 一 一

13:.1グロマ))> ( ff ) 一 一
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m の 影響に他ならざるが故t亡 、連年R[ IZ:: I:H 現多きものと標準冨に出現多 き も

のと が全く共の極を異にし、且其の各の程が普通旺盛なる生活を示 す 環境は

互に 相 容れざるものにあら ざ ることは.もとより論を侠?とす九要は 各試験匝の

地表植生の有する性質が他の如何なる型式的の植生即ち此の場合に於ては .

j京野的のもの又は林内的のもの さ主; に類似せる傾 向 ありや否やを究むれば足

るを以て . T乱ble 27-33 より摘記せる前掲の植物の種に つ き 、其の 各の極が普

通旺盛なる生活を示す 環境を前同様 A. B. C (Table 22, 23 参照 のこと)に分ら

之等を類別すれば失の如し (Table 34)。

~n も此の表によれば.連年直に出現ずるものは原野的 の環境を好 む もの多

く 、標準匿に出現するものは林内的の 環境を好むもの多き大勢を認識 し得 ぺ

し。

以 上の調査によりて、連年匝と 標準匡と の植生の性質を 知るを得?とるを 以

て 、 進んで、各試験匝 の 植 生の 類似 j伏 態 を植物匝系の上より判定ぜんとし. 先

づ連年匝に存す る 極にして.他の 各匡と共通す る 極の教を調査 し. 次に標準

|起に存する極にして他 の 各匝に共通する種の教を調査せるに Table 35 の如

し。

TaLJe 35, showing 七11e relation betweeu the numbers of species in each plot 

par~icularly relateù むo the nnm be!"s in plつ七 1 ancl plo七日T.

間伐不施行匿 Unthinned 間伐施行区 Thinned

高年 l亙 llP隔I 年 ~ I; 年目 ~; I標Pl 準区
Plot 1 IPlot II IPlot III IPlot 1 V 

連日出年 145年吋山
Plot 1 J,Plot II IPlot III IPlot 工V

A . やE の 総 数

Total l1lllnLer of 89 91 83 72 76 81 66 

speCles. 

B.漣 iJó 1箆 と共通の怨童文

Number of sp. com1l1- 70 62 60 59 48 

011 with ploも1.

c. 共通の純1設が連年I直
の干誌の総数に到する μ
% of the l1nmber of ,p. 69.7 83.3 81.9 66.7 
in l:tnk B to the I1Uill-
ber of sp. of plot 1. 

仁次瓦つヨ貰て7
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(Continued) 

間伐不施行l直 Unthinned 問 I:lì;施行区 Thinned

主g 年 l亙 1隔 年医1: 年目 l直 1標Pl 準区
Plot 1 IPlot II IPlot III IPlot IV 

連年区1隔年 l亙 1: 年目区1標Plo準 l忍
Plot 1 IPlot II IPlot IIIIPlot IV 

D. 共泊の種数が白 l亙の
程の総数に OiN""fる%
ラ6 of the number of sp. 78.3 76.9 74.7 78.9 72.8 72.7 
in rauk B to the number 
of sp. of the plot itself. 

一 一
E. 標準阪 と共遜の種盟主

NUlllber of sp. common 61 64 70 一 48 50 53 

with plot IV. 

F. 共惑の積数が標準1直

の種の総童文にm3b5ferする %
ヲ6 of tbe number of sp. 68.5 77.1 83 .4 ー 72.7 75.8 80.3 
in rank E to the num-
ber of sp. of plot IV. 

G. 共湿の湿数が白区の
稲の総数に劃する %
% of tbe number of sp. 

61.0 77.1 76.9 66.7 65.8 65.4 一in rank E to tbe num-
ber of sp. of tbe plot it-
self. 

此のき受によるときは、各試験 匝 に 於 ける 種の椛!敢に 到する各其の試験匿 内

l乙 存 し而 も連年匝と共通する程の数の比は常に隔年臣、 5 年目匝. 標準匡 の

順に 小と なれ連年匝に於 け る種の綿敢に劃する各試験匝内の連年 T孟と共通

の程の教の 比はJ間伐不施行 の隔年匝、 5 年目匝の二者に於て、共の順位の逆

轄するものあるも .大憾に 於 て標準匝に 向 って小となる傾向あ P 、而して更に

進んで各試験匝の種。総敢に劃する其の試験匝内に存し且標準匝と共通す

る極の数の比は必しも一定の順位を示さ ぎるも 、標準匿の程の綿敢 に 1討 する

各試験匝 の共通の極数の比は常に 連 年 臣、 隔年匝. 5 年目匝の 11国に大 となる

を見る . rW ち之等の事質を一貫 し て云ふときは連年匝の植物匝系と隔年匝の

それとは常 に 近似 L.標準匝の純物 匝 系と 5if三日直のそ れとは常に・近似する ・

傾向あるを認、むるを得べ し。

(2) 間 伐 が落葉採集の程度を異に した る各試験阻の植生に及隠したる影響、

今一つの試験匝の植生の一般的特徴は其の試験匝内 に於 て 比較的に常現

度高き砲によりて表はさるべき ものな りとの見地の もと に.前掲 T乱ble 21 よ

り間伐施行 18l! と、間伐不施行恒とに匝別 し‘各試験匝の中の何れかに於て常現

度 III 以上を 示 す 植物 や其の 各の常現度と共 lて摘記 し 比 較劉照す れば Table

36， 37 の如し。
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T乱ble 36, showing, in unthinued parts of plots, the 
species a ppearing wiもh constancies over III 

through all plots. 

主E 名

Plant llames 

|連 日 | 隔日 I 5年間!日限
Plot 1 I Plot II I Plot 111 I Plot 1V 

1 占\' ~カ 'IJ ;>, }J‘ マ

3 'vヲ ヤ マギ }J

5 チ ケ

7 10 メ ヵ，. :/ lJ ピサ守

12 ニ カ・ ナ

18 ア キ J キ 官 V サ 'IJ

21 ミ ヤマ 'IJ }J" 10 ユ ヵ}J‘
フ

23 ヵ1. ~ 'f. ~ 

24 ョ Y バ ム P・ラ

31 ヤ マ ノ、グカ

32 アキノ担 ム ヲ サ ウ

33 アキギ 官

34 � ~ナミ サ 守

42 Jレリミノt; y コロ V

55 担チ Y ポユミ ν

67 ~ � t; Jレ V

76 ヤプマメ

77 7 

79 -'Ì、コノ、ギ

84 ~ チ}J‘ 'J

98ξ ア バアケピ

99 コ・ェ ウ アケ ピ

101 ョ 7 ラ

105 10 ト リ デ グ カ

111 ヤマノイ毛

114 チゴユリ

117 リ ウノ じ グ

123 10 カ ゲスゲ

124 ;j、

1 25 ス

127 1-ー ヂダ

ザ

ス キ

ー ‘ずサ

128 ア毛/ が Y

132 アカマ~ (郡長憶の

総 括

Number of species c1鑓-

51且ed under constancies. 

ヲ

v
I
m
w
E
m
I
H

ロ

I
H
E

町
田
町
四
日

V
H

江
田
町
田
町
田
町

m
m
H
E
m
v
m
v

v
v
v
H
 

v
I
I
m
H
H

田
町
田
口
m
m
I
m
w
v
m
I
m
w
w
m

v
H
I
E
-
-
H
H
H
H

耳
町

、

y
i
v
i

、
」

司
】

四
町

v
m
w
H
m
汀
汀

III I 1I1 I 1V I III 

111 I 1日 I 1 II 

IV I IV I III V 

1 I lT I Il1 I II 

V I V I V I V 

V I V I V I V 

V I V , V I V 

V V I 111 I 1V 

Il1 I II I II1 IV 

111 11 I JI I 1I 

IV I IV I II 1 

1 (5コ I 1 仁ーコ I 1 (め I 1 (匂

II く5) I 1I仁8) I J1 (5) I II く10)

JlI<8) I II1 仁10) I IJI (14) I 111 (6) 

IV 仁7コ I 1V l4) I 工V く4) I 1V (6) 

V , (7) I V く10) I V , (5) I V (6) 

- (1) I ーに1) I 一仁ーコ |一日〉

ゲ

v
v
w
I
 

サ

,N otes: The i口 dexnumber of each 9pecios corresponds to that of table 21. 

27 
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Table 37, showing，血 thÎlmed parts of plots, the species 
appearing with cOl1stancies over III through 

all plots. 

d

仏

T
U
N
 

秘名

I :o~ :~ I :07 : I :1:: ~:; I :O:~l; Plot 1 I Plot II I Plot Il1 I P10t IV P1ant names 

3 ;;1 ラ ヤマ平 p I III JII I 

5 '7 ケ で7 1V 111 IV 工

7 t メヵ" Y'! ピ サ ウ JII IV 1I I 

9 ノ ア ず 、- 1I ll1 n I 

12 ニ ヵ- 7・ III II II I 

15 コウヤ y< >、キ IV II II 

18 アキノ キリ ンサウ V lV III I 

20 チ =r -、 毛ノ JI1 II II I 

22 ;え b カ ヅ フ I JI lV I 

23 7/ 宅司r ;ズ 、、ー. II1 III III I 

32 アキノ評ムヲサウ II III III 

33 ア 当号 ギ JI I III 11T 

42 }レすミノ Tj;;l コ ロヨノ V IV IV II 

55 ~チ Y ホ・ スミ ν IV IV III JII 

64 ニ 弓/ ヨ号 ギ 1I1 JII I 

66 ア チ ，、 !J: II IIT I I 

67 "!y ~ Tj ，ν 宅ノ II IV V IV 

76 ャ プ マ メ IV IV JI I 

79 ". ::J >"、 ギ V V 11I I 

84 "!y チ ~・ V 1V JI1 I 

98 ミ Y バアケ ピ IV 1V V V 

99 ゴ z 守アケピ I I I IV 

101 コ ナ フ V V IV JTI 

106 7 ~リ ;;1 ::/カ m II I I 

111 ヤマ ノ イ 毛 1II II II II1 

114 チ 主" コa JT IV III 

117 リ Tj ノ 己 ゲ V V V V 

123 "t カ ゲ λ グ V V V V 

124 ". ザ サ V V V V 

125 7. 7、 占p V IV III 1I 

132 アカ... "!y 仁和HltD y. IV II 

133 lJ ロマ "!y 01t倒〉 IV III IT I 

137 グ サ ";;1'、 今 IV J] II 

1 (3) 1 (2) 1 (4) 1 (15) 
経L 括 II (6) JI (7) II (10コ IT (2) 

Number of species c1制帽
III (7) III (8) 1]1 (10) 1I1 (4) 

IV (7) IV (11) lV (4) IV (2) 
sified under coustancies. 

y (10) V (5) V く5) V (4) 

ーにーコ ーくー〉 一〈ーコ 一 (6)

N otes : Tbe index uumber of 阻cbspeci街 correspondsto tbat of tab1e 21. 
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今之等の表を割Jf託するに， Table 37 fL於ては、常現度の高きもの連年匝に集

も， Table 36 fL方さ中し常現度の低きもの標準匝に集中する傾向を認めらる L

ては特に斯くの如き傾向頴著ならす九よりて之等の開係を ー居明にせんが ~

に掲記ぜられたる植物一種が右ーする王子均常現に主主陀之等 Table 36, Table 37 

度 (l\1ean CODstancy) なるものを想定し之を綿括欄に掲記せる数字によりて算

出すれば Table 38 の如しロ

Tab1e 38, showing, mean cOllstancies of species of each p10七 Wl七h reference も0

species listed on ta b1e 36 and tab1e 37. 

標準厄
Plot IV 

5 年目区 . 1
Plot III 

隔年区
Plot II 

主Jl:年区
Plot 1 

3.00 2.97 3.50 3.19 間伐不施行区
(Untbio口ed)

2.19 2.88 3.30 3.45 伐施行 医
(Thinロed)

問

此の表によれば、間伐不施行院に於ては、其の各試験匿の平均常現度は大韓

常数 3 に近きものにして、間伐施行匝に於けるものは、連年匝最大に して.隔年

匝 、 5 年目匝.及標準匝の順に漸次其の{直を低下 し行くを 見る.之即ち間伐不施

行匝に於ては各試験匝は各特徴あ る植生， AA 態を現出し居るも.間伐施行匝に

於ては、各試験匝の植生は悉く其の特徴を同じくし、市も連年匝に於けるもの

は 、買に其の代表的の型式を表はし居るものなることを知るを得べし.而して

斯くのま日き事質は E互 に 全試験地を通じ何れか一つの試験匝 に於て常現度 III

若 しく は III 以上を示す桓の聞に於てのみならす九全部の種について亦存す

るにあらざるやを思ひ各試験匝別 lて其の中に出現せる植物の全部につき .常

より調査せるに Table 39 の如き結果を得たり。現度目II 種教を Table 21 

Tab1e 39, showing mean constanciωof species in each plo七 with reference to 

all species listed on Tab1e 21. 

1 

1I 

f止抱行
(tbioned) 

連年医|隔年区 5 年目医 |標準限
目。t 工 I Plot II I Plot III I Plot IV 

48 

8 

仁次頁に綴o

区
同-
J

i
j
 

nl
‘ 区

主主年限 1 隔年 I忍 1 5 年目医|標準医
Plot 1 I Plot II I Plot rn I Plot IV 

伐不施行
( unthinoed) 

問戸""吊

現

皮
Co口stan口y
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(Continlled) 

戸『凶1作3 間伐不施行 底 ti口 伐 百i(E ti' ]Jk 

現
llnthinned) (thinned) 

/1t 連年 iJk I 隔 年 1瓦 \ þ\~~ 連年 iJk I 隔年吋年目区 | 標準 悶Constancy P10t 1 I Plot II I P1白色 III I P10t IV P10t 1 I P10t II I Plot III I Plot IV 

JIl s 10 14 6 7 8 10 4 

lV 7 4 4 ' 6 ・ 7 11 4 2 

V 7 ]0 υ v 6 10 υ v 5 4 

計
89 83 91 83 72 76 81 66 Tota1 

主I王 均 1.96 2.08 1.85 1.93 2.26 2.15 1.78 1.52 Mean 

印 ち此の 表 によれ ば Table 37 IL:於ける 現象は ， ~1 に比 較的に 常現 度の 高き

も の L 聞に於て存す るの みならす九種 の 全 部に 就 ても 全 く同 様の現象 の存す

る を 知るを得べし、然 る に元 米連年 匝 の植生は 他の試験匝 に比して 最原野的

のも の にして 、叉 間伐施行匝の 植生は 其の不施 行 匝 のものより原野的(Table 23, 

24，25 参 照の こ と )のもの な るによりも各試験匝 を 通じ て略 同様の程度 に 施 行せ

られた る 間伐(T油1e 7 参 照 の こと)の影響は常 に 各試験匿 の 植 生を して 、其 の間

伐 を施行せ ざる もの L 植生より ー居原野的 の も の に 費 化せ しむ る も の なる

事 を推 断 し 得 べ し結局 此揚合 に 於ては務葉の採集が林内 植生 に 及帰す 影響

と 間伐の施行が林内植生に 及隠す影響 とは 其の 傾向をーにい而も 共 に現在

の植生 をー居原野的のも の に 饗 化 せ し めんとす る ものな りと 云ふ を 得 ぺ し口

3) 間伐枕落葉採集 の 程度が ア カ マ 九クロ? ツの天然 更新の 上に 及除 しずこる

影響. 各試験匝 内に於け るアカマヅγク p マツの雅樹の総本 数誌に其 匂 lrヘ

ク タ ールJ書り 本教 を(昭和四 年 七月)調子E せ し に Table 40 の如 し。

Table 40, showing the number of seedlings of pine in each plo ~. 

主EPlot年 I 区 隔 4手 l認 5 P勾10三も I目II 1E: az l~さ ， 1~ 
P10t II P10t lV 

間伐抱行I間Un伐th不in焔ne行d Thinned 
|川行| lm施行
Thinned I Untbinned 

問問|間同行
Thinned I Unthi口口ed

間伐地十不施行
Thinned I Unthinned 

区A域rea間後11)2 
1,597 .4 3,148.2 1,594.1 3,135 .4 1,607.2 3,110.9 1,646 .7 3,078 .3 

ずマf 3,820 3,280 581 1,061 154 539 29 日2

1王 グ ロマ y
511 186 325 180 92 140 56 44 

本 23Pin. T11 ・

数 g? T計ota1 4,331 3,466 906 1,241 246 679 85 96 

仁次頁 l こ続 。



ゲロマ~林務菜採集試験の成績 31 

(Continued) 

連年区|隔年区 1 5 年目医|標準 l亙
PIot1 I PIot 1T PIot II1 Plot IV 

問I tlt}jff(行|明 f:lt不施行|間伐随行|間伐不純行間伐施行I間伐不施行1 11:目伐施行|間伐不施行
Tbinned 1 Unthinned 1 Thinned 1 Untbinned 1 Thinned 1 Unthinoed 1 Tbinned 1Unthinned 

.rc..t-Z'""'P' -h _・."
ご~ ~gl 九J 、.t 1 23,914 1 10,419 1 3,645 1 3,334 1 953 1 1,733 1 176 1 169 
クオr!; ;:; I .1-旧. �. I I 

:=d町立lllE「37R瓦γコ741~1 450 1 340 i 凶
E H引一言一目玉工口市IJ口両「五日示瓦「三玉Z「1171-1亘書k 平 I Total 1 ~'， HV 1 .',v.v J v ,vVÃ I v ,VU V I .,uuv 1 1 V.V  1 

Notes: Pin. d. …・・・・ ・ ・ ・民間s dewボora.

Pin. Th. ・・・…・・・… Pin出 Thuηbergii. 

此の 表を一見すれば直ちに頴著なる三つの事買を認むる を得ぺし、其のー

は稚樹 は落葉採集の程度に臆じ犬なる喜容を以 て 激減 し居ること、其 の二は間

伐不施行匝に於け る本数は間伐施行匡のそれに比して . 5 年目匝のアカマツ

に於て例外を見 るも他は常に砂なきこと 、其の三は上木は主と して クロマツ

なるに係らす言、地上に 於けるクロマツ杭樹の本教はアカ マツ雅樹の本敢 に比

して 著 しく砂なきこと 乙な れ而して其の三の事質は.本試験林の如き 内地林

に 限 らや東方約 4 里を距つる此の地方の海岸林に於てし其の潮風の筒陀常

る最外側の極めて狭き~容に於てのみクロ?ツの純林を形成するし少し く内.

側に入るときは常に同様の jj犬態を目撃 し得る ものにして.其の原岡の 那謹に

存するやは、他日の研究に侠 7こんとす。

ヨえに 植 生調査の震に各試験医内に設 けたる 20個のIJ\r コドラート J内 11:出現

ぜる アカマ九クロマツの稚樹陀就き共の樹高説年齢を調諜せるに其の結果

は T乱.ble 41, 42, 43(末尾花附す)の如しD

今此の表より其の 最高苗齢を比較するに Table 44 の如し口

T乱ble 44, showing もh日 heighest ages of seedlings s~乱nc1ing in each plot. 

アカマグ (Pinus densifiora) グロマク (Pitlus Tbutlhergii) 

連PI 年 I亙 P隔i 年区1: 年目~ I~標lot準IV区。t' 1~IPlot'-lI lplot 111 連年Il亙I隔年 i'\t 年目 l頁 1標準阻
Plot 1 JPlot II IPlot llr IPlot rv 

防l 伐Th施iotle行d lE 12 9 5 

間伐Un不tbi施nne行d区 9 7 7 5 ÷i÷|千|千
此の表によればJ笥り毎年落葉採集の行はれ?とる連年匡に於て苗齢 12 年を

童文ふるもの L 存するあるし他の試験直に於て は概して 9 年以下なり、之稚樹

が侵 入を開始 したるは主として約 9 年前印ち試験中止直後のものなること

を示 すものなし衣に Tabl日 41 ， 42， 43 より各試験匡別稚樹の平均樹齢誼平均樹

高を計算せし l亡、其の結果は Table 45 の如 Lo



Tal!le 45, showing mean ages 乱ncl mean heights of pine seedlings. 

卒 均 樹 白骨 :Mean age 主下 定J jwj Me::m hpight (cm) 

ア カ 『ミP ~ グ ロ -マ ツ ア カ ..". 9 グ 口 -マ ~ 
Pinl1s densiflora PiUl1S Thl1nbergii Pinl1s de口siflom Piuus Thl1nbergii 

間伐施行区 I 間伐不thi施口1行l立 間伐Th腕i口行ue区r l 間伐不施行区 間伐施行医 I 間U伐n不tb施iuu行ed区 間伐施行区 I II別U立n不th施行区
Thinned 1 Unt 口ned Unthlnned Thi口ned Thinned Unthin口ed

連年 J&
卒 均 5.36 ::!:: 0.084 4.95 土 0.148 5.13 ::!:: 0.107 5.04 土 0.165 45.3 ::!:: 1.51 26.3 土1.08 29.4 ::!:: 1.76 19.6 ::!:: 1.08 
Meaロ

Plot 1 標準偏差 1.68 士 0.060 1.93 ::!:: 0.104 1.17 ::!:: 0.076 1.30 土 0.117 30.0 ::!:: 1.07 14 . 1 土 0.77 19.2 土1.25 8.4土 0.76
Standard deviation 

F百 年 l直 卒 均 4.89 土 0.112 4 . 89 土 0.161 4.74 土 0.145 4 . 33 土 0.205 39 . 6 土1.77 25.7 ::!:: 1.50 32.6 ::!:: 2.10 19.8 土 1.93
Mean 

Plot 1I Stan42d1ar準d 偏 差 1. 23 土 0.079 1.58 土 0.114 1 1.27 士 0.102 1.39 土 0.145 19.5 土1.25 14.8 ::!:: 1.06 1 8.4土 1 .49 13.1 土1.36
deviation 

… 5 ;~目 J&
2p.均

4.33 ::!:: 0.151 5.00 土 0.305 28 .3 土 2.70 29 . 6 土 2.02 26.4 土 2.42 30.7 ::!:: 1.73 
Mean 

Plot III Stal標ldar準dd偏ev差iation 15.3 士1.43 11.9 ::!:: 1.71 6.8 土1.22

標準 JJ];
卒均 25.0 土 4.77 53.6 土 4.29

Mean 

Plot IV 桜 r準d 偏差 - 1 0.50 土 0.169 1 1.18 ::!:: 0.212 一一 10.0 二と 3.37 16.8 土 3 .04 1Standard deviation 

c,;) 
t.:l 

骨
骨
川
崎
耐
刊
訪
問
冊
数
時

濃
川
十

害事
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此の 表 によれ ば. 雅樹の六部分は約四~五年前即ち間伐以後 に 侵 入したる

ものなることを推知し得ぺし叉特に雅樹木教の多き連年説隔年の二直に於

ては.間伐施行直に於ける稚樹は常に其の不施行匝に於けるものよりも長大

なること.アカマツ の稚樹に於 て は落葉採集の報度 に臆じ.I3P ち連年匝程其の

樹高大なること等の 事質を認識し得ぺ し、然 るにア カマ ツ 、 ク ロマツの稚樹

以外の喬木J定木にして 「コ F ラ ート」内に 生存するものを各試験匝 別に調査

せるに其の結果は Table 46,47,48, 49(末尾陀附す)の如 し。之等の 表 より共の平

均樹高を 算 出すれ ば Table 50 の如 し。

Table 50, showing the meall heights of trees and shrubs illvac1ing as under-

growth of forest floor. 

問 f主 b包 :rr 区 間伐不焔行 区
Thinned Untbinned . 

脅T 木 類 I 瀦木類
re白 (cm ) Shrubs (cm) 害寺 木 類 I 襟Shrub木s 類Trees (cm) I Shrubs (cm) 

連 区 85.0 :!:: 3.71 63.2 土1.75 76 .1 土 4.16 62 .5 土 2 .46
Plot 1 

F国 占jô 区 119.6 土 4.37 74.2 :!:: 2.41 76.6 土 5.78 48 .4 土 2 . 60
Plot II 

5 回 区 123.3 土 5.98 81.6 土 3.00 101. 8 土 3.83 72.1 :!:: 3.41 
Plot III 

主与 m;: 
191. 6 土 6.76 91. 0 土 5.47 96.8 土 4.77 49 . 6 土 2. 1 9

Plot IV 

此の 表によれば.間伐施行匝に於けるもの L 方.不施行匝 に 於けるものに比

して 長大なるは、アカ?ツ .クロマツの稚樹の揚合 と其の結果をーにするい間

伐不施行の 匝域殊に其の挫木に於て結果 の 不規則なるを見る.他 は大韓に於

て 落葉採集の程度低きものに於て其の樹高の長大なるを見.~ tて此ことは間

伐施行匝に於 て其の傾向 の頴著なるを見る、以上の諸調査を綜合する t亡 、ア カ

?九クロマヅの雅樹の樹高は其の落葉採集の程度の 高カ、 りし、連年直程長大

な るい澗葉樹に於ては、落葉を採集せらる L ことなし長〈地表の保護を受け

たりし標準匝程長大なるの傾向~認むるを得べし。

(4) 落葉の採集が林内土壌の化製的性質に及陪す影響. 本調査に就ては .明

治三十八年木試験開始首時の土壊 に 閲する 材料 を献 くを以て 結果の不備 を

克れざるい昭和四年七月採取ぜる材料に依るに其の分析結果は Table úl の
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如し。

此の結果に依れば大植に於て.可燃物. 腐植質.号室素の三者は常 に連年匝よ

り標準匝に至る )1国序に従ひ其 Z容を減じ、石 次は之 に反するの傾向あるを認む

るを得るし他の成分については殆ど何等一貫せる 傾向を認むるを得す九市し

て石次の問題は暫之を疑問の中に置き、車に窒素について考ふるも 、地表の保

護の比較的完全なるべき標準匝の方却って、共含有率を減じ居るが如きこと

は.之を一般の理論と基j 象して.漣に其の結果の正鵠を期し員!~きを以て、此 のこ

とに就ては其の研究を他日に譲らんとすo

生.摘要

以上の諸調査誌研買の結果を摘記すれば弐の如しD

(1) 小柴の採集量は大踏に於て標準匝に多く、叉間伐後に於ける下木?とる喬

木、桜木の上長成長も標準匝に長大なれ而して直径の成長率は落葉採集の程

度低き標準匝程大なるの傾向を認め得る等の事宜より、落葉採集が林地の生

産力を低下せしむることのー悶をなすことは之を確認するを得べし、而 し て

其の落葉探集の徳加算量は連年匝最大にして.平均 1 回の落葉採集量は.各試

験匿を通じて大差なき事質より云ふときは.落葉採集の間断期間は長き程林

地保護の目的 fL: î-tして良好なる影響を典ふるものと云ふを得ぺ Lo

(2) 然るに直径の成長容は連年匹、隔年 匝に夫々 27.6 %. 28.1 %なるに封 し 5

年目匝に於ては 29.8 % にして 之を標準直の 31.4% に比するに其の 差僅に 1 .6，9-6'

に過ぎす九叉特に隣接木の影響を 受くること大なる 凹紘木を控除したる計算

に於ては.其の直径の成長率連年 匝.隔年匝に於て は夫々 31.3 %. 36.5 %なるに

封し 5 年目匝のそれは 41.5% にして .. 之を標準医の 42.8.% なるに釘し其の差僅

に 1.3 % に過ぎや(Table 10 参照のこと) ， )J I\ 之試験中止後九年を経?とる後に於け

る林内の植生!ま連年匝と隔年匝と は近似し 5 年目匝と標準匝とは近似する

ものあり (Table 35 参 j恨のこと入之等の結果を 綜合 すれば、 5年目毎に落葉の

採集をなすに於ては、一方・甚だしく林地を荒鹿せしむることなく他方落葉を

利用 し 得るものと 1需ずるを得べし口

(3) 落葉採集の程度が主林木 7こ るクロマツの上長成長率 に及怯す影響は共

の問何等の傾向を 認、むるを得子、寧ろ無関係なるが如し(Table 11 参照のこと〉。
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。

。

ぐl'abl白 51 ， sJlOwing the chemical c0ll1J1ositiull of SJil of each plot. 

粁ロι 同〆可 11武 l 士 IllJ 伐施行厄 fla 伐 弓よ t首 Mlt 

ぇば ミロT 燃物腐枢質笠紫 Pri燐cho乱spc酸ihdo カ日恩 石友 i\可燃物 J(!G 績賞I 祭 素 rmi倹p 叫:lci階1d30 加盟 :(j h長

s: 1 ~ 1 1存 g. ¥ Lu田 of 1 1 Total 1' , ~"~"'，u.v-I PO出h Lime 11 Loss of 1 1 Total 1 L , """J:':v-I Po�h J， i曲e

別問続 ignition 1 HuroU3 INitrogen 1 (P20�) 1 (K,O) (0(¥0) 1: ignilion I Humus :Nitrogenl (P20 ,;) I (K20) lCaO) 

主E 1 1 川1 崎1 0叫 0 11 3 0.2170 

2 17.68811 8.6283; 0.44911 0.20241 0.08111 0.11421 17.1254: 9.¥)388 0.4509: 0.24391 0.1087 0.1402 

&F[ 町 3 ] \).1似 9.8481 1 0.5制 0221704 。刈 16.563 山 0.4::; 。州 0.11 \)9 0.2447 
ト・4

差是

土

土
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(4) 一 般に師、野の植生は林内の植生より環境の乾燥を指示 するもの な りと

の前提のものとに於て試験林の一部に施行せる間伐が林内の植生に及隠し

たる影響 と、落葉採集程度の高低が林内の航生陀及除 し?とる影響 とを比較す

るに 、間伐 を施行すること故落葉を採集することは共に林内植生を一時原野

植生に ー居 )lîきものに 襲移せしむる傾 向 ありて (Table 23, 24, 34, 38, 39 参照の

こと l.共に一時環境を乾燥せしむる作用をなすもの L 如し、市して 間伐に於て

は 、本数の減少.欝聞の調節、地表植生の法正なる第二弐植生稽続開始等の綜合

的影響が間伐後年を経るに従ひて残存木の肥大成長に劃し て良好 なる影響

を奥ふるい本数を減少せしめ歩、且欝聞を過斡の健保持し躍に務葉を採集す

る ことのみにより林地 を乾燥せしむることは J;古局其の 地域 内にあ る主林木

の直径成長を阻害せ しむ るの因をなすもの L 如し。

(5) 各試験匝を通じ一様の程度(Table 7 参 j肢のことほ間伐左施行せるものな

るに拘らす九業の間伐跡地に於けるアカ?ツ.クロマツの雅樹の侵入姑成長の

紙況は概して連年匝に於けるもの最良好なれ然るに一方に於ては林内の植

生は落葉採集の程度低きもの程林地の、適潤なることを指示すと認め得るも

のあれきれば本試験林の地カ. f"C於ては.松林 ICl討し単に肥大成長促進を目的

とす る揚合と，)1臨調なる天然更新をも併せ行ふことを目的とする揚合とに於

て、同一程度の間伐に 劃 して 平生其の林地の取依を異にする必要あるを認 む

ることを 4尋。

(6) 本試験林の上木の大部分は植栽に成るクロマツなるにも拘らす九地表の

稚樹はアカマヅの方遁に多数なれ斯の如き現象は此の地方の海岸林に於て

普通とする事質にして，JI:I:.の原因は他日研究報告せんとすo

(7 )植生調査の結果を抑j録する lて .辿年匝の特徴植物 とも見る べきものは ，:>1

クラ . ア キノキリ ンサウ.コウヤパハキ ‘ タツナミサヲ . オ ト ギ リ サウ.ニガナ、ツ

チク'九センポンヤ人ハ ギ 等にして.特に標準院の特徴植物とも見るべきもの

は、 ア キ ギ リ、フ デ、 ヤプコウ ジ.ヤマホトトギス.イヌワラビ . シクシグ、ヤプラン、

ヒト ソシヅカ等なし叉間伐施行、不施行の二[M~ tc 就て比較するに ， ~íj 者に於け

る特徴の植物とも見るべきものにして、殊に甑著なるものは大穂に於て連年

匝の特徴植物とも見るべきものと一致し、後者に於て特徴の槌物と も 見るぺ

きものはキツコウハグ"Y'，ヨツパムダ芳、チデミザサ， 7 シボソ等の他は大館に
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て標準匝の特徴とも見るべきものと一致するを見る .市して此の調査にカ11 ふ

るに研究者が寅地に於ける肉眼的の観察即ち植生の形相を考察の中に入れ

て 結論すれば.本試験林の所在地方に於ては.林内に於て‘アキ ギ 九キツコ ウ

ハク. ."..，イヌワラピ . シクシグ‘ヤプラン‘ヒトリ シヅカ .チデミずサ、ア シボツ.

ヨ ツパムグラ等の存することは、環境殊に土地的 4条件の、適潤なることを指示

し. アキ ノキリ ンサウ 、コ ウ ヤ パハキ、セ ンポシャ リ‘ハ ギ等の存することは比

較的環境殊に土地的僚件の乾生なることを指示するものとも云ふを得ぺき

か、倫ほ之等の植物と~'f:1 伴うて出現する欣態より云ふときは、林内に於て立木

の主幹に馨践することなく箪陀地上に猫立の姿勢を取る高さ 2.......3 尺のフヂ

の多きこ とは、比較的に環境の、適澗なることを意味し、ア カマツJ ロ?ツ等の

稚樹の設生多く且成長良好なるは、比較的 K 環境の乾生なることを意味する

もの L 如し。

(附記) キツコウハグ?及チデミグサの出現することは環境の、適澗なるこ

とを指示するものなりとの設は昭和四年農著書士尾越型氏が千 葉鯨清澄 I1J

東京帝国大塵附廊演習林に於て調査せられたる「林内植生の饗謹航態を基

調とせる更新上の意見」と題する論文中に掲記するところにして、著者は時

の尾越氏の指導者林謬博士由理保美氏より本論文を提示ぜられたるを以

て既に此ことあるを知れれ市して， Jl:t 貼に就ては今回の調査の結果は金 〈

尾越氏論文の結果と一致するものなり口

(8) 本試験に於て到達せる研究の範圏内に於ては落葉の採集が土壌の化率的

性質に及除す影響に就ては何等の合理的傾向と認め得るものなし。

(昭和六年九月紡〉



Table 8, tl1e correlation tables concerned with the rnealAld mean % of diameber grow出 of stnmps. 

主主1長傘j俊久a 一級木、 ニ級木 、 三級木ニ胤 À IV 宅ノ 阿級木二閥 }v 宅ノ 金木ニ胸ス 11.(弔ノ
1、artially calculaterl alJont the trees belong to 1 1-勺r(jal1yωlculate>out the trees belong 
the crown ch即日 1 ， :3 an(13. t() the crown 申告 C:alculated totally 11 

013田es of % 計平均 Clusses of I :it I ... Lf_:l?J I Ch四s of % 計平均I 10 15 20 23 30 35 山田出田町o 75 帥 |l Total ll Mζヲ醐町 o 5 山山川崎町 |[ T~L IJ M〈Mem3 o 5 山田川鍋鶴 45 50 出回 657'd 75 80 ¥1 Mi1M(栃醐>
(cm) 1 1 1 1 1 1 11 

0.45 一一 1 - 1 2 1 30.0 1 1 - 1 [1 2 30.0 
連

0.50 1 1 一一一一- 1 1 2 1 30.0 1 2 一一- 1 2 1 15.01 3 一一一一一 1 1 1 4 22.5 
『必，~ー

0.55 一一一一一 1 一一 1 1 2 1 47.5 1 1 一一 1 - 1 1 3 1 18.3 1 1 ー -1-1-1 一一 1 1 5 30 ,0 
l星。后r ~・60 1 - 2 1 一一 111 一一一一 1 7 乱3 1 -1211- 6 瓜0 1 - 1 232 ー 111 1 一一一一 1 1 13 30・4

。'暗号包 0.65 1 1 4 2 1 2 1 - 1 一一 12 1 27.9 1 1 1 一一 2 - 4 1 16.3 1 1 1 1 4 4 1 2 1 _- 1 一一 16 1 25.0 

き 0.70 I 2 1 3 2 1 2 - 2 - 1 1 14 1 32.9 1 1 一一一一一 1 1 5.0 1 1 - 2 1 3 2 1 2 -- 2 - 1 1 1 15 1 31.0 

手 0.75 1 1 1 1 2 1 1 - 1 1 8 払6 1 1 1 一一- 2 1 12.5 1 2 2 1 2 1 1 - 1 . 1 1 10 1 23.0 

ヨs令 0.801 2 一一一一一一 2 1 10.0 一 一- 1 2 一一一一一_ 1 1 2 1 10.0 

H I 0.85 I 1 一一 1 1 2 1 32.5 一 一一 1 - - 1 1 2 1 32.5 

0.901 -

0.95 1 1 I 1 I 40.0 I 1 1 1 I 30.0 1 1 - 1 1 2 35.0 

1.00 1 1 1 1 1 40.0 一一 1 I 1 40.0 

一一一 一
官|・

Total 3 5 8 9 4 4 8 3 4 1 1 - - 1 - 1 51 1 1 - 3 3 5 2 4 2 一一一- 1 21 1 1 - 3 61o 10 13 6 6 8 3 4 1 1 一一 1 - 1 72 

0.50 1 1 - 1 - 1 1 - 1 2 1 30.0 1 1 - 1 1 I 2 1 30.0 
筋

0.551 1 一一 1 一一一一一- 1 1 3 1 41.7 1 1 4 - 2 1 8 1 23.8 1 1 5 - 2 2 一一一一一一 11 1 11 1 28.6 

年区 ~吾 0.60 1 1 1 一一 1 - 1 一一- 1 1 5 1 41.0 1 1 3 2 2 - , 1 1 9 1 20.6 1 1 3 3 3 - - 2 - 1 一一一 1 1 1 14 1 27.8 

。F、 0.65 1 1 一一一 3-12-1J ー- 1 1 10 1 42.0 1 2 3 1 - 1 2 ・ 1 1 10 1 18.0 1 2 4 1 - 1 5 - 2 2 - 1 1 - -1 1 1 20 130.0 

努ã 0.70 1 - 2 1 - 1 一一一一一 1 - 1 5 1 33.0 1 1 - - 1 - 1 1 3 1 13.3 1 1 - - 1 2 2 - 1 一一一一一 1 -1 8 I 25.6 

三 0.75 1 - 1 1 - 1 一一一一一一一 3 1 26.7 1 - 1 - 1 1 1 3 1 18.3 1 - 1 - 2 2 ー 1 一一一一一一一 6 払5
5Ii I 0.80 I - 2 - 1 1 2 一一一一一- 1 6 1 30.8 1 1 一一 一 1 2 1 15.0 1 1 - - 2 1 1 1 2 一一一一一 -1 8 1 26.9 

同 0.85 2 一一 1 - 1 一一一一一 1 5 134.0 1 I ' I 1 15.0 3-- 1-1 一一一一一 1 6 1 30.8 

ふ1 1273545211113  1 ー J寸 13577 742 一一=-l-;1--¥ 1 3 6 9 14 10-9 -6- 7 2 1 1 1 1 311 - 1---;;;-

fi 1 0.45 1 1 1 75.0 1 1 1 1 1 15.0 1 1 一一一一一一一一一一一 1 2 1 45.0 

Sli gs-0・ 50 , 1 一 一一 1 一 一一一一一- 1 2 1 30・o 1 2 1 4 ー 1 一一一 1 I 12 I 25・41 215-131 一一 1 一一一 I 14 1 26・1
1日盛 間5田 0.55 1 1 - 1 - 2 - - 2 一一一 1 ー 7 1 40.0 1 3 4 1 3 2 , 1 ー- 1 1 15 1 22.7 1 3 5 1 4 2 2 1 - 2 1 一一 111ー I 22 I 28.2 

。柄、 , 
同。珂 0.60 I 1 1 - 3 ー 1 - 1 一一 1 1 1 9 1 43.9 1 1 2 2 3 1 - 1 11 1 19.1 1 1 2 2 4 2 - 5 - 1 - 1 ー - l[j 1 I ~~ I ~~ .~ 

ぇロ: 0.65 I -- 2 1 3 1 一一一一一 7 137.1 一一 1 1 1 1 1 4 1 22.5 一一 111 3 131 一一一一一 11 1 31.8 

~令 0.701 1 - 1 1 一一 1 一一 1 1 1 6 1 45.0 1 1 - 1 I 1 2 1 10.0 1 1 - 1 1 - 1 1 ー- 1 一一 1 11 1 8 払3

日 0・75 1 1 - 1 1 2 i 35 ・ o I 1 1 1 1 2 1 12 ・5 1 1 1 一一 1 - 1 1: 4 23.8 

To計1:31 1 |- 1 3 2 4 7 5 2 3 1 - 1 ;) 2 - I 34 I - 2 8 11 9 5 4 ,1 - - 247  1 1 - 2 8 12 12 7 8 12 6 2 3 3 - 1 31 2 - 1 81 

0.45 ー - I 1 一一一 1 1 2 1 20.0 1 1 一一一 1 1 2 1 20.0 

0.50 1 1 1 1 1 60.0 一一 1 1 ー~ 1 1 4 1 35.0 ー- 1 1 一一一 1 1 ー- 1 1 5 1 41.0 
SIi 

0.55 1 2 一一 1 1 1 4 1 53.8 1 1 2 1 4 2 2 , 1 12 1 19.2 1 1 2 1 4 2 2 - - 2 - - 2 - 1 16 1 27.5 

準 0.60 1 1 2 - 3 ー 1 一一 1 一一一 1 [ : I :~:~ I :::::: 1 ;; I :;:~ I ::::;; ~ = :一一 1 一一一 1 I 20 幻
1EE 5C3 065 11-23311211 一 一一 16 制 1 1 3 3 一一， 1 8 1 15.0 1 1 1 4 4 - 2 3 3 1 r 2 1 1 一一- 1 24 132.1 

。~ 0.70 I 1 一一 1 1 2 - 1 1 一一 1 一一 8 , 41.9 1 1 - 1 1 - 1 1 5 1 21.0 1 1 - 2 1 - 2 2 2 - 1 1 一一 1 一一 13 1 33.8 

"� 0.75 I 2 1 - 1 - 1 - 1 一一一一 1 1 1 8 1 40.6 1 1 一一 1 I 1 2 1 12.5 1 1 - 2 2 - 1 - 1 - 1 一一一一 1 1 1 10 1 35.0 

三 0.80 1 -一一一一 一一 1 - - 1 I 1 110.0 I 1 一一一一一一一一一 一 1 110.0 

~同4ト 0.85 1 1 - 1 - - 1 2 1 45.0 ー i 一一 一一一一 1 - 1 ー- 1 2 145.0 

0.90 1 1 1 1 1 60.0 一 一一 一 1 1 1 1 1 60.0 

~ I 0.95 ーー ヘ ー

1.00 

1.05 一一 1 1 1 1 20.0 1 1 1 1 1 1 20.0 

一一 一

T!~ I -4  3247744  3 5 2 1 1 2 1 49 1 1 - 5 6 8 15 4 5 - 1 1 - 1 46 1 1 - 5 6 12 18 6 9 8 7 5 5 3 5 2 11 1 2 1 95 
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'fable 21, list of Rpe唱 occured in qnadrat!'. 

(Fumily) 名〕ct'ト

H
n
L
3
阿
南0
・

皮
。
D
E
S
-H
々

皮
。
口
口
田
仲
間
戸
口
々

費支

主見

皮
。
。
B
S

口
々

主主

m 

数

Species 名府l

171 851 v 456 

1
 
・
0ハu

q
υ
 ロ

一
お
一
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Ta�e 4-2, correlation ta1>le relating to 乱ges of see�ing and the hejg)ls (Plot II). 
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1'I:¥b1e 43, correll:¥tion tal加 re1atiug 七o tJle ages of seedli噌 and the heigltt晶( 1'1りt UI, plr,t 1 V ). 
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Tahle 49, showing 七he heights of treεs strtndillg in the smn.] 1 quadrats settled for vegetation survey (Plot IV). 
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4 4 

1 1 

N ote8; The index number of sp2cies correspon� to th"t of t"ble 21. 
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CoHecting faIlen leaves of pines for a kind of fllels in pine forest is commonly 

practiced in the black pine region near sea coast in Japan. Thlls the e佐cts of 

that operation for the prodllctive power of fo1'est soil have been no small matte1' 

for the forestry of such 1'egions. 

This experiment has been continlled since 1905 to 1920 to decide the most 

advantageous rotational nllmber of years for coHecti�n. 

The summary of this work is as follows:一

( 1) 4 sample plots a1'e set, ゐr each plot the c∞ollectir昭 is can巾d Ollぱl北t II山1凶巴灯r 

th児e following s氏ch巴m巴e ， t出ha抗t is, fゐ01' the I plot yearly, fo1' the II plot in every second 

year, for the III plot in every fìf出 year， and the IV plot is kept out from the 

collection. 

( 2) The repeated nllmbers of collecting the leaves c1 11巾g the expむ iment is 

shown on Table 1. 

( 3) As the Table 2 indicates, the amollnt of the leaves got in one time of 

collection in these plots sho¥Vs no great diffe1'ences one another, bllt the total 

amollnts of the Ieaves colIected dllring this experiment are greater in orc1er to the 

nllmber of plots. 

The1'efore，在ccord i ng to this r巴SllItS it can be known that the time for decayｭ

ing fallen pine needles on the fo1'est floor is about one yea1'. 

( 4) The nllmbe1's of the t1'ees are decreased by thinnings mostly and the 

process is shown on Table 4・

( 5) So far as-the 1'eslllts shown by Table 10, which caIclllatecl under the 

presllmption that the numbers such as “ mean % of dia的ete1' (or height) g1'owth 

mean annllal growth of diameter ( or height) during the exp巴i"iment

mean annual growth of diameter (or height) before the expe1'iment commencecl 

X 1 00 リ indicate the grades of effects of treatment for the forest floor, it would 

be considered that the collecting leaves gives no good e任ect for the diamet巴r

growth, bllt for the height growth it gives no marked effects. The dat瓦 of above‘ 

mentioned caIclllations obtained from the measuring every tree cut down by the 

thinning carried Ollt on Feb1'lla1'Y 1924 (see Table 7). 
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(6) Whi1e the m~an 係 of diameter growth of the trees in p10t 1 and in plot 

II are 27.6 and 28.I respectively, the m回11μin p10t III is 29.8 which is nearly 

the same va1ue to 31.4 which was obtained 日i'om p10t IV. Moreover, if all opressｭ
ed and supressed trees, 0日 which the effl巴cts of adjacent trees should be very 

serious, are eliminated from this caIclllatioll theμ in plot 1 and in plot II become 

31 ・ 3 and 36.5 1'espectively, but the % in p10t III become 41 ・ 5 which is almost 

the same as the μ in plot IV i. e. 42.8. 

( 7) Hereupon, we camc to conc!usion on the collecting-1巴aves as fo110ws :ー

( i) The general e民c t of coIlecting 1eav巴s for diameter growth of trees is always 

negative, but the effect of the treatment of collecting in every 白丘h year is very 

little compa1'ed with that of non-collecting-plot. ( ii) So ぬr as this st吋y concernｭ

ed, th巴 general c仔ect of collecting leaves for height growth is not obvious; or 

rather it may be said that there is no correlation between freqllency of collecting 

1e旦ves and height growth (see Tab1e J 4 ). 

(8) Afl町 9 years from the last co11ecti昭 leaves that is 5 years a丘er the date 

of last thinning , the vegetation of each sample plot shows very cliffe1'ent physiogｭ

nomies one another, namely between di斤erent f1'equencies of collecting or between 

the stands for which thinning carried out 01' not. H ence, a sma11 vegetation survey 

is necessarily ncedecl, gene叫 scheme of method is as fo11ows:一(i) 40 quaclrats 

of one metre square are set in each plot, 20 of them in the thinnecl part and the 

rest in the unthinnecl part. ( ii ) The list of species, abunclance and constancy in 

the Table 21 adaptecl from thes巴 自eld works. 

( 9 ) The summary of the vegetation surv巴y is as fo11ow s:一(i) The totaI 

number of species in the unthinnecl parts is always greater than that in thinnecl 

parts. Ancl it is not changecl by the frequen:::y of collecting 1eaves, but the number 

of species showing constancy III and over indicates the tendency of the nllmber 

of species decreases in order to the number of plot (see Table 22). (. ii) The 

species are cJassi日ed into three forms a亡cording to the habitats of thelll ・ The first 

form is founcl always in sunny 日e1cl 01' wayside, thc second form is founcl always 

in forest or shadecl site, the thinl form has no proper habitat. From this classiふ

catiol1 we can recognize the general tendencies of the types of vegetation are setｭ

tlecl by frequency of collecting leaves and by thinning or non-thinning, that is to 

say, they are 1'anked from grasslancl to forest (see Table 23 , 24 , 25). (iii) The 

“ Cm-Mean Constancy" is calculatecl �r0111 thc following formula 

z( Co∞ns坑土ancy x Nun巾er of s叩pe白c1 e巴5り) 一 戸市
Tota1 number of species ~ー

Within the thinnecl' parts, the values of Cm clecreases in order to the nUlllber 

of plots ( see Table 38, 39). Howcver, when the statistical mean山11暗 of t出h由IS 山111bコe釘r 

Cm cliscuss 巴d, i江t will be v 己ry casily u山l日ncl巴引rsはtoo cl tha抗t this numbコer rcp戸r己5 巴nts the 

m 巴白an state of uni叫if必for口rm叫1対itザy of distribution of a species in a sample plot. 

Hence, accorcling to this results it can be thought that the thinnin g-, which is 

carried out uncler nearly the same gracle in each plot as the Table 7 sho \Vs, has 
stimulated vegetations in 4 sample p10ts, and it macle th巴 characte ri stics of vegetaｭ

tion in each plot more markedly. That is to say, the distribution of each species 
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in a plot where the leaves were more fi'equently collected becamε more uniform 

than the other. However, the abovemelltioned types of vegetation of plots where 

the collecting leaves done more frequcntly have more remarkable character of grassｭ

land. 

Therefore, the writer ¥Vould like to say that “ Cm-Mean Constancy " indicates 

in some times the grade of similarity of a vegetatio口 for the typical grassland. 
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( iv) Under the theory of “ Plant Succe凶on" we can presume that in case of a 

xerosere going on, a grassland vegetation generaIly indicates more xeric stage of 

a succession than a forest vegetation, because it is the indicator of a most mesic 

stage of a plant f01・mation .

Therefore, generally speaking, the treatment 'of removing forest litter such as 

collecting leaves in pine forests affects upon the forest vegetation as a factor which 

leads the forest vegetation to 1l10re xeric than it is, ancl the effect of thinning, 
especiaIly during few years after the thinning is as same as that of the collecting 

leaves. H owever, it must not be confused the effect of collecting leaves which 

simply causes the driness of environment with thc effect of thinning which usual"y 

causes the acce1eration of diametcr growth each other. 




